家庭用 



〇全ロセンサー搭載 

212ンヴーコン □ 


ビルトインコン □ 

取扱説明書 I 保証書付 



目 0cm 幅 

75cm 幅 

代表品名コード 

C3WL1 PWAABSTE 

C3WL2PWAABSTE 

型式名 

C3WL1PWA 

C3WL2PWA 



このたびは、八ーマンのガスビルトインコン□をお買い上げいたださ、 
まことにありびとうございます。 


この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください 


〇この取扱説明書は、いつでも利用でさる場所に大切に保管してください。 

〇この取扱説明書の74ページび保証書になっています。お買い上げ曰、販売店名、保証 
内容などをよく確認し、大切に保管してください。 

〇来客者などび機器を使用するとさは、その前に必ず取扱説明書の内容を説明してくだ 
さい。 

〇この機器は家庭用ですので、業務用のような使いかたをされますと、著しく寿命び短 
くなります。 

〇この機器は国内専用です。海外では使用でさません。 

〇本書を紛失された場合や、ご不明な点びあればお買い上げの販売店または、弊社(裏 
表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


H H 抓の加 


111111111111111111111111 

36510700 


T ア日7 















































复 i センサーコン□について 


〇全ロセンサー搭載 

3セン ヴー コン □ 

安*こ、 ( Safety ) • 便利 （ Support ) • 笑顔 ( Smile) を約束する、 
賢い （Intelligent) センサーを搭載した、進化したコン□です。 


• 万一の消し忘れ ••• 

• 天ぷら油の過熱-¬ 

◎未然に防止します！ 

- なべ底び高温になってを ••• 

◎自動的に弱乂になります！ 

• 煮をのなどでの焦げつを•- 

◎初期段階で自動消义しまず！ 


•温度センサーのはた5を 
















































と < にミいご質巧でず 


電源び入5ない 

電源ランプび点滅している 


乾電池び消耗しているためでず。 
乾電池を交換してください。 

乾電池を交換する（電源ランプ点滅）め 
やすは約1年です。 

防國 


勝手に乂びルさくなったり、 
乂び消えたりずる 


安む-安全機能びはた5いている 
ためでず。 

自動的に乂力を調節したり、自動消乂し、 
高温になり過ざることを防止します。 

。頤 


あぶり高温げめモードを使用して 
いるのに、勝手に乂びルさくなつ 
たり、义び消えたりずる 


まむ-安全機能びはた5いている 
ためでず。 

温度センサーや鍋などの異常過熱を防止 
するために、温度センサーの温度び上び 
りすざると、自動的に乂力を調節したり、 
自動消乂します。 

また、約60分間（高温で自動乂力調節 
している状態の場合は約30分間）連続 
使用すると、消し忘れ消乂機能びはた 
らき自動消乂します。 

。國 


を< じ 

各部のなまス . 

かんたん操作ガイド . 

まをなご利用のために 

必ずお守0 < ださし K 安全上の注意) • 

周囲の防乂措置(機器の設置） . 

安ノこ、-安全機能 . 

乾電池を交換する . 

毎曰の使いかた 

レンジフード連動機能 . 

コン□を使う準備 . 

コン□の使いかた 湛本操作）…… 

タイマーモード (左ちコン □) . 

揚げち)のモード(左もコン □). 

湯 わかしモード (左ちコン □). 

炊飯モード(後コン □). 

あぶり高温炒めモード (左ちコン □) 

グ IJ ルを使う準備 . 

グリルの使いかた (マニュアルグリル） •• 
グリルの使いかたけ- トグリルモ-ド） • 

ダツチオーブンモード . 

ク U —ンモード . 

カスタマイズ機能 . 

長<ご利用いただ<ために 

お手入れ . 

よくあるご質問 . 

ブヴー報知-お知らせ表示•••- 

仕様-アフターヴービス . 

交換部品 . 

別売部品 . 

保証書 . 
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資■部のなまス 

※操作部に保護シートび貼ってある場合びあります。ご使用の際には、取り外してください。 



お知！5せ 


電源について 

•電源ボタンを押すことにより、機器の電源を入れたり切つ 
たりすることびでさます。 

アルカ U 乾電池(単1形： 2本)を使用しています。 

電源オートパワーオフ機能 

. コン □やグ U ルを使用していないときは、約3分後に電源 
び自動的に切れます。 

※電源オートパワーオフ機能の設定時間は変更することびで 
さます。（己己ページ） 



グリルとび！5ガラス 


電池収納部 


※左パネル上面び電池ケースの而た 
になっています。 


電池ケースふた 



グリル 

す尸 

グリル燃焼ランプ 


グリルとび！5(グリルとび!5取っ手) 























































































ン□調理部 


※取り付け方法については、『お手入れ』 （57 ぺージ)を参照してください。 


左ちコン □ 


後コン □ 


立消え安全装置 




ごと< 


ゴム足 
バーナーキャップ 


八’ーナーリング 
^ カバ— X 


バーナー リング 
温度センサー 



温度センサー 


点乂プラグ 


立消え安全装置 


バーナーキャップの开ミ状 



種*仕様により、異なります。 


※品名コードの末尾び OOSTE ( STED ) のごとくとバーナーキャップカバーは、ホー□一仕様です。 
※品名コードの末尾び OOSTES ( STESD ) のごとくとバーナーキャップカバーは、ステンレス仕様です。 


ン□操作部(パネル) 


コン□微調節ボタン/□ック機能ボタン後コン□用乂力表示ランプ 



左コン□用 後コン□用 ちコン□用 ちコン□用 

点义/消乂ボタン点乂/消义ボタン点乂/消乂ボタン乂力表示ランプ 




丑 (» 


ン□操作部(シート） 


3 秒巧し 


圏岡 



左コン□用 

タイマー-温度設定部 
あぶり高溫炒めキー 
タイマーキー 
温度キー 
湯わかしキー 


画 KII 创 


後コン□用 
恢飯キ_ 


ちコン□用 

タイマー-温度設定部 
あぶり高溫炒めキー 
タイマーキー 
温度キー 
湯わかしキー 


アル5トッププレートを 
長<お使いいただ<ためのご注意 


ご使用の際のま意 

• トッププレート上で、硬いものを落下 
させたり、鋭利なものでこすつたりし 
ないで < ださい。 

•トッププレートに急激な衝撃を与えたり、 
鍋などをごとくに強く巧し付けた状態で、 
動かさないで<ださい。 

トッププレートびへこんだり、変お、キズ、 
はく離の原因になります。 


お手入れの際の注意 

•お手入れには、金属たわし、中性洗剤 
外の洗剤(漂白剤、食器洗い乾燥機用 
の洗剤など）、クレンザーは使用しない 
で < ださい。 

-トッププレートについた煮こぼれや油 
巧れは、その都度、お手入れしてくだ 
さい。 

-トッププレートに、酢などの酸性のらの 
や、重曹などのアルカリ性のらのび付着 
した場合は、台所用中性洗剤を含ませた 
スポンジ、巧などのやわ5かい物でふき 
取ったあと、洗剤や水分び残5ないよう、 
乾いた巧で再度ふき取ってください。 

キズ、変色、シミ、はく離、トッププレート 
の腐食の原因になりまず。 


※ごとく.バーナーリングカバーを取り付けてい 
る場所に、光ミ尺、跡、ずりキズなどび付くこと 
びありまずび、ご使用上問題ありません。 
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献んたん操作ガイド 


電源を入れる 



堤^^^^^^電源 

ずッ/ 


『ピッ』と音び 
、するまで巧す. 

(約日.3秒） 


操作部を 
開ける 

(例）コン□操作部の場合 


〔巧す） 



(開く） 


操作パネル前面 



V 


mmm 


タイ7—で 
煮る、ゆでる 

(左ちコン □) 

コン□を使ラ準備 0=111] 

防國 


〇点乂する^@乂力調節する タイマー設定する 


• 000 , 0 ,, 



* 00090 ' 


弱< 強< 

炎びあふれない程度に調節する 



点 

障 

[•う 

可 

な 


終了 3日秒前 



mimm 


〇点乂する 乂力調節する ^ © 温度を設定する 


揚げる、焼< 

(左ちコン □) 

コン□を使ラ準備 HD 

防國 


•000,0 m 


*〇〇〇 参 o * 



強< 

乂力は中乂 l ； Lb で、炎びあふ 
れない程度に調節する 






i 罰隅 • 


〇点乂ずる^@乂力調節ずる 湯わかしを設定する 


お湯をわかす 

(左ちコン □) 

コン□を使ラ準備 D ：?=[ II 1 

防國 


• 000 , 0 " 



>〇〇〇 参ん 


弱< 


強< 


乂力は中乂1;(上で、炎びあふ 
れない程度に調節する 



(ふっとうしたら、保温(已分)開始） 

山 



保ミ届時間を設定できます (33 ページ) 


ごはんの場含 


と°ピピ 


ツ/ 


臓隅* 


〇点乂する 炊飯を設定する 


ごはんを巧< 

(後コン □) 

コン□を使ラ準備 

防國 

(:下準備 uj =^ m ) 



おかゆ 

ごはん 


自動消乂後、むらし開始 ） ( 終了2分前 

〇 おかゆ ra \ 〇夕 かゆ 

にはん •ごまん 



〇 


因 


今 


と°ピピ 


ッ/ 


おかゆちでさまず (37 ページ） 


B 罰隅 • 


あぶる、'がめる 

(左ちコン □) 

コン□を使ラ準備に戸 HI 

防國 


〇点乂する乂力調節する ► © あぶり高温炒めを設定する 


• 000 , 0 ,, 





弱く W 強く 


^I 3秒巧し 

打 pi 盈炒め 


( 調理開始 ） 




hhAA づ 


C グリル操作部） 

オートグリルで 

魚を焼< 

グリルを使ラ準備[〇= SI 

防醒 


〇 5当護定►©議製を ►© 点乂する 


—I 〇姿焼 

賣^•切身 

〇干物 


曼 



※調理時間を予測 ※残り時間を表示 

点 
な 


日彈 


点分 


曰圧 


今 


(例）9分の場合 

















































































































































0 

禁止 


り- 


言口 


温度センサーの上面と鍋底やフライ 
パンの底などが密着していないとき 
は使用しない 

温度センサーび鍋底の温度を正し 
く検知でさません。 

-天ぷら油過熱防止機能び正しく 
はたらかず、調理油の量に関係 

なく調理油び 発乂し、乂災の原 
因になりまず。 

-焦げつさ自動消火機能び正しく 
はたらかない場合びあります。 



鍋底び凹凸 




傾き 



:すさ間 


お知！5せ 


電源を入れたり、点乂操作をすると、操作 
部の点威によるサイン機能を搭載しています。 


Welcome サイン機能 


• 電源を入れると、操作でさる操作部の設定キー 
び全て点滅して、お知らせします。 


〇姿焼 
〇切身 
〇干物 


■ 

曰田 


.識 


左コン □ 

誦し 

後コン □ 

ろコン □ 

誦し 

曰田 

〇おかゆ 
〇ごはん 

曰田 [SI 

mm 

議 

漏函議 


NEXT サイン機能 


•次に操作するキーを点滅でお知らせし、操作 
性を向上させるナビゲーシヨン機能です。 

例)オートグリルモードの場台 


〇姿焼 〇強 




次の設定キーを 
点滅でお知らせ 


4 丽^ 




《 NEXT サイン機能を解除、または設定する場 
合は、各種設定の変更を参照してください。 

(己5ぺージ） 
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ぶ、ずお守りください (安全上の注意 ） (D 


ち全に正しく使用していただくために必ずお読みください 


使用される方や他の方への危害-財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分*表示をし 
ています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用してください。 

■を害-損害の程度による内容の区分 


| A 危険1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う危険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負う可能性または、 
乂災び想定される内容です。 

| A 注意1 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性および物的損害 
のみび発生する可能性び想定される内容です。 

お願い1 

安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■注意-禁止内容の給表示 


A 必ず守る 

^換気する 

禁止 

m 火気禁止 

分解禁止 

® 接触禁止 



A を険 


ガス漏れの際には 


ガス漏れ時は、絶対に 


义気禁止 


-乂をつけない 

-電気器具(換気扇など)のスイッチの 
入•切をしない 

-電源プラグの抜き差しをしない 
•周辺で電話を使用しない 
乂や乂巧で引火し、 乂災の原因になります。 



ガス漏れに気づいたときは、ずぐに使用をやめる 


〇 

必ず守る 


① 乂を消し、ガス栓を閉める。 

② 窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

③ お買い上げの販売店または、ちよりの 
ガス事業者(供給業者)に連絡する。 
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使用ずるガスについて 


A 警告 


0 - 銘板に表示しているガス(ガスグループ)で使用ずる 

-転居時は、供給ガスの種類が銘板の表示と一致していることを確認ずる 


表示外のガスで使用すると、 不完全燃 
焼による一酸化炭素中毒や爆発着乂によ 
るやけど、機器が故障する原因になります。 

供給ガスびわからない場合は、お買い上 
げの販売店または、ちよりのガス事業者(供 
給業者)にお問い合わせください 0 
(電池ケースたの開けかたは、21ぺ一 
ジを参照してください。） 



A 警告 


乂災予防のために 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 


〇 

必ず守る 


機器を設置の際は 

•機器の設置(取り付け、取り外し）•移転および付帯工事は、お買い上げの販売店また 
は、もよりのガス事業者(供給業者)に依頼する 

ガス配管接続には専門の資格*技術び必要です。 

-可燃性の部分か！5十分離して設置ずる 

当該地区の市•町*村の条例で定められています。必ず守ってください。 

-距離を確保できない場合は、別売の防熱板を取り付ける 

防熱板を取り付けなかった場合、 乂災の原因になりまず。 

※離隔距離については18ぺージを参照してください。 

防熱板の購入は、お買い上げの販売店または、ちよりのガス事業者(供給業者）にお問い合 
わせ <ださい。 

-機器周囲の改装捕り戸棚を付けるなど)については、お買い上げの販売店に相談ずる 

ご自分で改装されると、設置基準上問題びある場合びあり、 乂災の原因になりまず。 


機器をご使用の際は 


〇 

必ず守る 


〇 

必ず守る 


-使用中に異常燃焼、異常音、臭気などを感じたときや、地震、乂災などの緊急の場合は、 


すぐに使用をやめる 

① 乂を消し、ガス栓を閉める。 

② お買い上げの販売店または、もよりの 
ガス事業者(供給業者)に連絡する。 

乂災や一酸化炭素中養のおそれがあります。 

-使用後は消乂を確認ずる 
乂災や思わめ事故の原因になります。 

※就寝や外出時は、ガス栓も閉めてください。 
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必ずお守りください (安全上の 注意）@ 


/ C \ - 乂をつけたまま離れない 

^ -乂をつけたまま就寝や外出をしない 

調理中のものび焦げたり燃えたりするなど、 乂災の原因になります。 

※とくに天ぷらや揚げもの調理、グ U ルを使用しているときは注意してください。 
電話や来客の場合は、一旦火を消してください。 



•引乂のおそれのあるらの(スプレー、ガソリン、 
乂災の原因になります。 

-トッププレートに衝撃や荷重を加えない 
-上にの！5ない 

トッププレートの変おや夺ズ、破損につながり 
ます。また、異常過熱や乂災の原因になります。 


ベンジンなど)は機器の近くで使用しない 



0 

禁止 


•燃えやずいものや引乂のおそれのあるものを機器の近くに置かない 


-燃えやすいもの 

ペットボトル、プラスチック類、而さん、タオル、 
カーテン、調理油、新聞紙、ビニールシートなど 

-引乂のおそれのあるちの 

スプレー吿、カセットコン□用ボンベなど 

乂災の原因 や、熱でスプレー生の圧力び上がり、 

スプレー宙が爆発する原因になります。 



コン□部をご使用の際は 

-あぶり高温炒めモードを使用ずるときは、揚げものなどの調理はしない 

天ぷら油過熱防止機能び作動せず、調理油び 発乂し、乂災の原因になります。 

•耐熱ガラス容器や±鍋など、熱が伝わりに<い容器で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能び正しくはたらかず、調理油び 発乂し、乂災の原因になります。 

-鍋などが、トッププレートか!5はみ出した状態では使用しない 
乂災や機器焼損の原因になります。 Q 
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0 

禁止 


0 

禁止 

0 

禁止 


• 温度センヴーの上面と鍋底やフライパンの底などが密着していないとさは使用しない 


温度センヴーび鍋底の温度を正しく検知でさません。 

-天ぷら油過熱防止機能び正しくはたらかず、調理油 

の量に関係なく調理油び 発乂し、火災の原因になり 
ます。 

-焦げつさ自動消火機能び正しくはたらかない場合び 
あ0ます。 



•アルミはく製しる受け、省エネごとくなどの指定 
仪外の補助員は使わない 
一酸化炭素中養のおそれや機器の異常過熱により、 
塗装の変色-はく離-機器焼損-変おの原因になります。 



•コン□をおおうような、大きな鉄板や鍋は使わない 
トッププレートの変色や変おおよび乂災や不完全燃焼の ■ 
原因になります。 




• 焼網は使用しない 

トッププレートに落ちた油などび 発乂したり、機器の異常過熱により塗装 
の変色•はく離•機器焼損•変おの原因になります。 また、 トッププレー 
卜の変色や変おの原因になります。 



揚げちの調理の際は 


〇 

必ず守る 


•揚げものは食材全体が十分につかるまで調理油(必ず200 mLm 上)を入れて巧う 


調理油の量び少なかったり、減ってさたりすると、 発乂ずるおそれ 

があります。 

とくに、フライパンなどの底び広い鍋で揚げちのをする際は、食材 
全体び調恶由に十分につかっていないと、 発乂するおそれがあります。 




冷凍食材 


冷凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げものをしなぃ 叫 f 理油 

鍋の底面中央(温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した 
状態で揚げちの調理をすると、温度センサーび鍋底の温度を正 

し<検知しないた to 、 発 iA ： するおそれがぶ!3ます。 食材は中* 。冷凍 食材を鍋の底辭央(温度セン 
部を避けて置いてください。 じソ ヴーの 接触位置)に密着させない 


お^ 

/h 渡 H 


^ -複数回使った調理油で揚げものをしない 

^ 何回ち使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま残 
つている調理油は使用しないでください。 発乂が起こりやすくなる場台があります。 


-揚げずぎない 

m ± 豆腐などの水分の多いものや、衣つきのコ□ッケなどの破裂しやすいものは、とくにま意 

してください。揚げすざると油び飛び散り、 発乂や、やけどのおそれがあります。 


W 





























鶏肉 


クリル部をご使用の際は 

•脂が多く出る料理には、グリル焼網の上や下にアルミはくを 敷かない®/ 

アルミはくの上にたまった脂び 発乂し、乂災や機器損傷の 

原因になります。 

※鶏肉や脂びのったさんまなどは、脂び多く出ます。 

-グリル受け皿にグリル石やグリルシートなどを入れない 
たまった脂び 発乂し、乂災や機器損傷の原因になります。 


グリル使用前はグリル庫内を点横ずる 

グ U ル庫内に食品くず、脂くず、布などびあると、使用中に 発乂し、乂災や機器損傷の原因 

になります。 



0 - グリル使用後および連続使用ずるときは、グリル受け皿やサイドカバーにたまった脂、 
グリル焼網についた食ネオは、ご使用の都度取り除く 


0 

禁止 


たまった脂などび 発乂し、乂災や機器損傷の原因になります。 

グリル排気□の上に、ふきんやタオルなどをのせたり、ふさがない 
グリル排気□の周りには、ものを置かない 
乂災や不完全燃焼の原因になりまず。 


点検-お手入れの際は 

-絶巧に改造-分解は巧わない 

改造*分解をすると、 一酸化炭素中毒などによる死亡事故のおそれがありまず。 
また、 乂災の原因になります。 


(S) 

分解禁止 


义災予防のために 


注意 
機器をご使用の際は 

〇 

必ず守る 

〇 


必ず守る 


0 

禁止 


使用するパ'-ナーの点乂 /消乂ボタンを確認して操作ずる 

間違って操作すると、別のバーナーび点火して、 乂災や思わめ事故の原因になります。 

点乂したときは、バーナーが着乂したことを確認ずる 

着火していないと、漏れたガスに引火し、 乂災や一酸化炭素中毒、思わめ事故の原因になりまず。 


調理 m 外の用途には使用しない 

練炭の火起こしや衣類さんなど）の乾燥などに使用しないでく 
ださい。 過熱•異常燃焼による機器焼損 や、衣類などび落下して 

乂災の原因になります。 



ぶ、ずお守り <ださい (安全上の 注意） (3) 


0: 0： 0| 
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グリル部をご使用の際は 

0 - 魚などの焼さずぎにミ主意ずる 

W 。 魚などび燃え、グ U ル排気□から炎び出ることびあり、 乂災の原因になります。 

A •異なる調理物(焼き上げの早い調理物、遅い調理物)を、同時に焼くときはミ主意ずる 
SS 焦旅り、 発乂するぉそれがぁります。 

〇 •鶏肉やサンマなどの脂の多い食材を焼くと、飛び散った脂に引乂して、瞬間的にグリル 
排気□か！5炎が出る場合がぁるので注意ずる 
やけどや乂災などの原因になります。 

〇 •調理物が発乂した場合は、ずぐに使用をやめる 

W ①点乂/消火丰一を押し、消火する。 

②炎び消えるまでグ U ルとびらを開けない。 

③消火後、お買い上げの販売店または、もよりのガス事業者(供給業者)に連絡する。 

手順に従わなかった場合は、 乂災の原因になります。 


A 汪意 


ガス事故防止のために 


機器を設置の際は 


〇 

必ず守る 


• 冷暖房装置の吹き出し□の近くや、強い風が吹き込む場所には設置していないこと 
を確認ずる 

乂が途中で消えたり、不完全燃焼の原因になります。 


機器をご使用の際は 


fSv • 必ず換気をずる 

窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。 
換気を行わずに、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、 

不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 

※自然排気式給湯器や而ろびまを使用している場合は、換気扇を回 
さず、窓を開けて換気をしてください。換気扇を回すと排気ガス 

び逆流して 一酸化炭素中毒の原因になりまず。 



お手入れの際は 


〇 

必ず守る 


•パ'-ナー丰ャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る 
水分び残ったまま取り付けると、 点乂不良や不完全燃焼の原因になります。 
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ぶ、ずお守りください (安全上の注意 ）(§) 


A 汪意 


やけどやけびの予防のために 


機器をご使用の際は 


〇 

必ず守る 


〇 

必ず守る 


•点乂操作をしても点乂しない場 S ホ、点乂/消乂ボタンを「消乂の状態」にし、周囲の 
ガスがなくなつてか！5再度点乂ずる 

すぐに点火すると、周囲のガスに引乂して衣服び燃えるなど、 やけどの原因になります。 
•コン□使用中は、コン□の奥へ手を伸ばしたり、身体の一部や巧服が炎に触れないよ 
うにま意ずる 

やけどや衣服に炎が移ったりするおそれがあります。 


^ •使用中や使用直後は操作部 m 外は触！5ない 

^ 機器本体とその周辺および調理用具び熱くなっており、 やけどの原因になります。 

※グ U ルのみを使用してわグ IJ ルバーナーの炎や排気の熱により、トッププレートは熱くなります。 
また、ビルトインオーブンを設置している場合、コン□やグ U ルを使用していなくてもオーブンを 
使用すると、トッププレートや排気□カバーび熱くなります。 ] 力所のみのコン□を使用している 
場合でわ、使用していないコン□側のトッププレートわ熱伝導で熱くなる場合びあります。 

(% -点乂操作時や使用中は、バーナーとグリル排気□付近に顔や手などを近づけない 

^ -グリルとび！5を開けた状態でグリルを点乂しない 

炎や熱で顔や手などに、 やけどをするおそれがあります。 

※とくにコン□調理中は、安/こぃ安全機能び作動し、自動的に強火と弱火を切り替える場合びあり、 
炎の大ささの変化によって、 やけどをするおそれびあります。 


コン□部をご使用の際は 


0 - やかんや鍋などの大ささに合わせて乂力を調節ずる 

乂力び強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などび加熱され、 やけどや取っ手など 
の焼損の原因になります。 


/ C \ •片手鍋や底がへこんだ鍋や丸い鍋、底がずベりやずい鍋、径の小さい鍋などは、不 
^ 安定な状態で使用しない 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなどして やけどの原因になります。 
•片手鍋やフライパンなど、重/び片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をご 
とくのツメ方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ 
出さないよう横に向けて置くなど、安定した状態で使用してください。 

-中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなびら使用してください。 


〇 •みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりずるときは、 
乂力を弱めにして、よくかき混ぜる 

強火で急に湿めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上がり、鍋びはねあが 
つて やけどをずる原因になりまず。 （とくにだし入り豆みそ(赤みそなど)のときはま意してください。） 
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突沸現象について 

突沸現象とは、突然にふっとうする現象です。 

水、牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温めるときに、ささいなきっかけ(容器をゆする、塩、砂糖 
などを入れる）で生じます。直乂でこれらを温めるときにも起きることびあります。 

この現象び調理中に起きると、鍋びはねあびったり、高温の液体び飛び散るため、 やけどやけびをするおそれびあ 
ります。 これらの予防法として次の点にご注意ください。 

-カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁などの汁ものの温めは弱乂でかき混ぜなび5加熱する。 
(強乂で急に加熱しない。） 

•熱々の汁ものに、塩、砂糖などの調味料を入れる場合は、少し冷ましてか!5行う。 

-鍋の大きさにあった乂力で加熱する。 










グリル部をご使用の際は 

•使用直後の魚の出し入れは、グリルとび！5やグリル受け皿、グリル焼網を機器か!5取 
り外さずに巧う 

グ U ルとびらガラスやグ U ル焼網などび熱くなっており、 やけどの原因になります。 

-グリルとび!5およびグリルとび!5取っ手に重いものをのせたり強い力を加えない 

グ U ルとびらび外れ、 けがの原因になります。 

-グリル受け皿を持ち運びずるときは、冷えてか!5持ち運ぶ 

使用中や使用直後は、グ U ル受け皿やグ U ル受け皿にたまった脂び高温になっており、 やけどの 
原因になります。 また、グ U ル受け皿にたまった脂などびこぼれないように注意してください。 

-グリルとび5ガラスに衝撃を加えたり（グリルとび5の落下も含む)夺ズをつけたりしない 
•使用中や使用直後に水をかけない 

グ U ルとびらガラスび割れて、 やけどやけがの原因になります。 

-グリル使用中や使用直後は、グリルとび！5取っ手 m 外は触！5ない 
v ± •グリル受け皿を持つときは、めれぶきんなどで持たない 
やけどの原因になります。 

-グリル受け皿に水を入れて使用しない 

Vl この機器はグ U ル受け皿に水を入れる必要びないタイプです。水を入れないでください。 

グ U ル機能び正しくはたらかなかったり、 調理物が燃えるなどの原因になります。 また、お 
湯びこぼれて やけどの原因にもなります。 

-グリルを使用ずるときは、グリル排気□に手や顔などを近づけない 
^ -鍋の取っ手などがグリル排気□にかか！5ないようにずる 

高温の排気び出て、 やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。 

^ -グリルとび！5を開けたままグリルを使用しない 

グ U ルとびらに魚などをはさみこむなど、グ U ルとびらび開いた状態では使用しないでくだ 
さい。また、ひんぱんに開けたり閉めたりしないでください。 

機器上部の変色や、ワークトップを焦びしたり、 やけどのおそれがあります。 



お手入れの際は 

〇 •機器が十分冷えてか！5、手袋をして行う 

やけどや機器の突起物などでけがをする原因になります。 

/ C \ -トッププレートは取り外さない 

^ 裏面でけがをずる原因になりまず。 


〇 

必ず守る 


-ごとくとパ'-ナーリングカバーは、正しく取り付ける （57 ぺージ) 


誤った取り付けかた(浮さ、 
裏返しなど)で使用すると、 

鍋の転倒によるやけど- 
点乂不良-不完全燃焼 • 
変おの原因になります。 

また、取り付けの際に衝 
撃を加えると、トッププ 
レートに 夺ズがつ<ぉそ 
れがあります。 
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機器をご使用の際は 

-トッププレートに直接高温の鍋などをのせない 
トッププレートの 変色や損傷の原因になります。 

-ごとくを外して直接コン□に鍋を置いて使用しない 
不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

•グリルとび!5、コン□操作部、グリル操作部、電池収納部などに、重いものをのせた 
り強い力を加えない 
機器損傷の原因になります。 

-石焼きいもつぼなどの空焼きをずる調理用具は使用しない 
異常過熱による機器損傷の原因になります。 

-エアコン、扇風機の風などがコン□の炎にあた5ないように配慮して使用ずる 

風びあたると温度センサーび鍋底の温度を正しく検知でさず、 乂が途中で消えたり機器損傷 
の原因になります。 

•アルミトッププレートは、衝撃や高温に弱いので、固いものでぶつけたり、鉄板-± 
鍋などで異常過熱しない 
夺ズ-はく離の原因となります。 

また、ごとく •パ'-ナーリングカバーを取り付けている場所に、光沢、跡、すり夺ズなどが 
付くことがありまずが、ご使用上問題ありません。 


〇 

必ず守る 


お手入れの際は 

•バーナー丰ャップは正しく取り付ける （57 ぺージ） 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

-点火しない場合びあります。 

-炎のふぞろいや逆火で 不完全燃焼-一酸化炭素 
中毒のおそれや変おの原因になります。 

•機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因に 
なります。 

- 機器寿命が短くなるおそれがあります。 0 ：_ 

点乂プラグ 



バーナー キャップの浮き 


ノ ' C — ナーキ ヤツ プの裏返し 


[ A 汪意 


お子さまに巧ずる注意 


Q 


小さなお子さまだけで使用させない 
思わめ事故の原因になります。 

おテさまび触れてち点乂しないよう、□ック機能を設定することびでさます。 （26 ページ） 


ぶ、ずお守りください (安全上の注意） (5) 


| a ま意 


機器損傷の予防のために 


0 る：： 0 : 0:01 S 
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温度センサーの正常な動作のために 


注意 


〇 

必ず守る 

8 


-こまめにお手入れし、上下にスムーズに動くことを確認ずる 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び 発乂する場合があります。 
また、動きび悪いと鍋などび傾き、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にも 
なります。 密着しない場合、点検•修理を依頼してください。 



{ 上下 i しスムース li - \ 
^動<ことを確認 ) 


• 強いシヨックを加えない 
• 丰ズをつけない 

鍋底に温度センヴーび密着しなくなり、調理油び 発乂する 

場合があります。 



A 汪意 


ダッチオーブンについて(付属品らしくは別売品） 


0 

禁止 


. タッチオーブン使用直後に水をかけて急に冷やさない 

ダツチオーブンの熱で水び蒸発して飛び散り、 やけどの原因になります。 


A •オーブン調理後、ダツチオーブンを食卓にのせる際は、必ず鍋敷きを敷く 

必ず守る ダツチオーブンの熱で 食卓が焦げる原因になります。 


A -ダツチオーブンを持ち運びずる際は、鍋つかみを使用ずる 

使用中、使用直後は、ダツチオーブンび高温になっているため、 やけどの原因になりまず。 


A 汪意 


調理プレートについて(別売品） 


〇 

必ず守る 


-続けて使用ずるときは、その都度調理プレートにたまった食品くずや脂などを取り除く 
たまった脂び燃えて、 乂災のおそれや機器損傷の原因になります。 


〇 

必ず守る 


•予熱終了後に食材をのせるときは、調理プレートが高温のため、触れないよう気をつ 
ける 

やけどの原因になります。 


-調理終了後、調理プレートが高温のが態で水などに入れて急冷しない 
調理プレートの変おの原因になります。 


〇 

必ず守る 


•調理プレートは、グリル使用中および使用直後は高温になるため、取り出ずときは必ず 
付属のホルダーを使用ずる 
やけどの原因になりまず。 


〇 

必ず守る 


• 予熱終了後などで、グリルとび！5を開けるときは必ず一旦消乂ずる 

グ U ル過熱防止センサー （1 9ページ)びはたらさ、 消乂する場合があります。 


0 

禁止 


• グリル m 外では使用はしない 
塗装がはがれたり、破損の原因になります。 


-油もの料理や、焼き魚に調理プレートは使用しない 
^ 乂災の原因になります。 
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必ずお守りください (安全上の 注意）® 


を願い 


機器について 

•この製品は家庭用です。業務用のような使いかたをすると、機器の寿命が著しく短くなります。 

この場台の修理は保証期間内でも有料となります。 

•長期間使用しない場合は ••• 

-ガス栓を閉めてください。 

-各部の巧れを取り除さ、ほこりや異物び入らないようにビニールなどをかけてください。 

再使用時は、完全に取り外してください。 

•乾電池を電池ケースより抜いてください。乾電池の液漏れにより、 機器をいためる原因になります。 
•機器を廃棄する場台は、乾電池を取り外し、専門の業ちに処理を依頼してください。 

機器のご使用について 

-消乂後、しば5くの間はトッププレートが熱くなっている場合があるため注意してください。 

-使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認してください。 

-トッププレートのごとく •バーナーリングカバーを取り付けている場所に、光沢、跡、すり夺ズな 
どが付くことがありますが、ご使用上問題ありません。 

-トッププレート上で、鍋などをすべ5せたりしないでください。 

トッププレートや鍋が損傷する原因になります。 

-トッププレート上で、硬いものを落下させたり、鋭利なものでこすったりしないでください。 

トッププレートがへこんだり、変お、夺ズ、はく離の原因になります。 

-機器の下にオーブンを設置して使用している場を、オーブンのとび5を半開きのままで使用しないでください。 
やけどや過熱による変おなどの原因になります。 

-トッププレート上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッ夺ングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機 
器を使わないでください。 磁力線により、 機器が故障する原因になります。 

コン□のご使用について 

-鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため300がし b (調理物の重さを含む)にしてください。 

とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意してください。 

-弱乂のときは炎が見えにくい場台があります。 消し忘れに注意してください。 

-調理中に鍋をのせかえるときは、一旦乂を消してか5のせかえてください。 

火を消さずに作業をすると、 やけどの原因になります。 

•コン□を弱乂で使用している場台は、機器下の夺ャビネットとび5や、グリルとび5をゆっくり開 
閉して < ださい。 

丰ャビネットとびらや、グリルとびらの開閉により発生した風で、 コン□の乂が消える場合があります。 
•強乂で長時間使用すると、まれに鍋とごとくがくっつくことがあります。 鍋を動かすときは注意してください。 

. 煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってください。 

バーナーに煮こぼれびかかったまま放置すると、炎□びつまり機器内部で燃えることにより、 機器 
焼損の原因になります。 機器の内部に煮汁び浸入すると、 故障の原因になります。 

•ごとくに取り付けてあるゴム足を無理に外そうとしないでください。 

- ごとくのゴム足が外れていないか確認してください。 外れている場合は、58ぺージ(お知らせ)を参照してください。 

グリルのご使用について 

•連続で使用する場合は一旦火を消し、再度点乂してください。 グ U ル庫内び高温になっていると、 
グ U ル過熱防止センサー （1 9ページ)びはたらいて、 焼き上がる前に消乂する場合があります。 
•魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を約1分上引き出したままにする場含は、一旦 
乂を消してください。 グリル過熱防止センサー （19 ページ)びはたらいて、 消乂ずる場台がありまず。 
•冷凍の食材は、しっかりと解凍し、冷蔵の食材は、常温でしば5く置いてください。 

しっかりと解凍したり、常温にしておかないと、時間びかかり、安全機能びはたらくことびあります。 
また、焼さあびりびよくない場合や、生焼け状態になる場合びあります。 

お手入れについて 

-機器や機器周辺(キッチンの天板など)に水をかけたり、水を流しての掃除はしないでください。 

また、めれぶきんやスポンジたわしを使用ずる場台もよくしぼり、水分を切ってか！5使用してくださし、。 

7 7 機器内部に水び浸入し、 故障の原因になります。 






'またはオーブン 


正面 


側面 


レンジフード 


ク U スフィルター 


く 0 


\ 金属外の 
A 不燃材料 


智^^^^= 


( 0 ) 


(3mml 化 ) 



またはオーブン 



正面 


側面 



A 寸法 ： 《SOcm 幅タイプ》1 5 cmiU 上 《75 cm 幅タイプ》 7.5 cml ^( 上 

《（ ） 内は、周囲の壁を不燃材料で有効に仕上げた部分もしくは、防熱板を取り付けたときの寸法です。 
《 ] レンジフードファンじ(外の場合は 80 cm じ(上。 

※含不燃材料びない場合は SOcmiU 上。 


防熱板(別売品)について 


離隔距離びとれない場合や、仕上げの構造びわからない場合は、必ず防熱板による防火措置を行ってください。 
防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


〇 

必ず守る 


警告 


防熱板は、必ず指定のものを使用ずる 

防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って正しく取り付ける。 
防熱板を取り付けないと、 乂災の原因になります。 


-防熱板は 60 cm 幅タイプは4種類、7己 cm 幅タイプは己種類用意しています。 
-用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り付けてください。 
※取り付け方法は防熱板に同こんされている「取付説明書」をご覧ください。 



コード番号 

高さ （ mm ) 

幅 （ mm ) 

備考 

① 

DP 0128 

己90 

己3己 

共用 

② 

LP 0130 

己90 

600 

60 cm 幅タイプ用 

LP 0131 

750 

7己 cm 幅タイプ用 

③ 

DP 0 に9 

己己0 

900 

共用 

④ 

LP 01 17 

己50 

150 

75 cm 幅タイプ用 

⑤ 

DP 0101 

90 

600 

60 cm 幅タイプ用 

DP 0104 

750 

7己 cm 幅タイプ用 



周囲の防义措置 (機器の設置) 


機器の設置•移転および付帯工事は、お買い上げの販売店または、わよりのガス事業者(供給業者）に依頼 
し、安全な位置に正しく設置してください。 


周囲の離隔距離 


機器を設置する周囲の壁などび、防火上安全な場所かまたは、防乂上有効な間隔を確保することびでさる場 
所に設置してください。 


〇 

必ず守る 


盤化 
言口 


周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保されていることを確認ずる 

離隔距離び少ないと、 乂災の原因になります。 


※機器の周囲の可燃物(可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分わ含む）とは、 
トッププレート上部に貼り付けの防火性能評定シールに基づさ下図の離隔距離を確保してください。 


機器の周囲が可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 


A A 
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ち/こい安全機能 


◎風や煮こぼれで义び消えた場合、自動的にガスを止めまず。 


立消えち全装置 f コン □: ) 〔グ了 J ル） 

※火び消えてから数秒後にガスを完全に止めます。 

※再度点火するとさは、窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおいび完全に 
なくなってから点火してください。 


◎万一消し忘れても、一定時間で自動消义します。 


コン□消し忘れ消乂機能 C コン □ ) 

点火後、約12日分搞温で自動火力調節している状態の場合は約3日分)連続使用すると自動消火します。 

※左ちコン□はあぶり高温炒めモード使用時、約6日分(高温で自動火力調節している状態の場合は約3日分)連続使 
用すると自動消火します。 

※コン□消し忘れ消火機能の設定時間は、変更することびでさます。（己日ページ） 

グリル消し忘れ消乂機能 C グリル ；> 

連続使用可能時間は約] 8分です。点火後、最長で約] 8分間連続使用すると自動消火します。 

ダツチオーブン f ー ド使用時は約3□分です。点火後、最長で約3□分間連続使用すると自動消火します。 

◎天ぷ5油の過熱を未然に防止します。 


天ぷ5油過熱防止機能( "コン > 

油温び約2日日むになると自動で強火と弱火を繰り返し、過熱によ 
る発火を防ぎます。自動火力調節している状態び約3□分続くと自 
動消火します。約2己日むじ(上になる場合は、約3日分を経過する 
前に自動消火します。 

※鍋の種類や油の量によって自動消火時の油の温度は異なります。 
※あぶり高温炒めモードを使用している間は、この機能ははたら 
さません。 

◎煮ものなどの焦げつきを初期段階で自動消义します。 


焦げつさ自動消乂機能 C コン > 

焦げつさの程度は、鍋の材質*火力*調理物によって異なります。 

※あぶり高温炒め f ードを使用している間は、この機能ははたらさません。 

※弱火から強火に切り替えたとさに温度センサーびはたらいて自動消火することびあります。再度点火すると正常 
に作動します。 

◎グリル庫内び過熱すると自動消义しまず。 


逆注意 


〇 天ぷ5油過熱防止機能がはた!5 
いたときは、鍋や油の温度が相 
必ず守る 当高くなつているため注意する 

やけどやけがの原因になります。 


後方か5見た図 



グリル過熱防止センサー C グ TJ ル） 

グ U j レ庫内やグ U j レ受け皿の温度び異常に高い場合や、 
連続焼さや空焼さなどで高温になると、自動的に火力 
を弱めたり、自動消火します。 


逆注意 


〇 グリ J レ過熱防止センサーがはた5いたときは、 
グリルとび5ガラスやグリル受け皿などの 
必ず守る 温度が相当高くなっているため注意する 
やけどやけがの原因になります。 
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◎そで口への弓 I 义を未然に防ざます。 

鍋なし検知機能 C コン □： )( 左ちコン□のみ) 

鍋を置かなかったり、調理途中に鍋を上げたりした場合は、鍋なし検知機能びはたらさます。 

※あぶり高温炒め f ードを使用している間は、この機能ははたらさません。 

m^smm \ 鍋を置かないと、点乂しません 。 i ド A 气 

※ブヴー音『ピーピーピー』と乂力表示ランプの点滅(全部)でお知らせします。ピー ピーグ 

•調理中、鍋を上げると、火力2に変わります。（火力(下のとさは変わりません。） 
鍋を元に戻すと、火力は元に戻ります。 


賴眉お^^ 



鍋を 
戻すと, 




乂力は元に戻ります 



座ま意 


〇 調理途中、鍋を上げたあとに鍋を戻ずと、乂力は元に戻りまず 

バーナー付おには顔や手をおづけないでください。 

(^必ず守る_ やけどの原因になりまず。 _ 


鍋なし検知タイマーについて 


•鍋なし検知タイマーとは、点火後に鍋などを上げた状態び約]分続くと、安全のため、 rp ^ 

ブヴー音『ピーピーピー』と火力表示ランプ(左端)び点滅でお知らせし、自動消火します。 トー:レ。/'、 
※あぶり高温炒め f ードを使用している間は、この機能ははたらきません。 V 一一/ 


鍋なし検知センサーチエックについて 


鍋なし検知センサーチェックとは、鍋などを上げない状態び長時間続くことで、鍋なし検知センサーに異常 
びないか確認するため、自動でチェックを行います。 


W ぶ南晚ちわで 


•消火中でわ、鍋の有無を常時監視し、火力表示ランプ(左端)び点滅します。 


さ5に長時間、鍋などを置いたままにすると 



乂力表示ランプ点滅 
で、センサーチエツ 
クの開始をお知6せ 


点火操作しても点火しません。日秒毎にブヴー音『ピー』でお知らせします。 

さらに約5分、鍋などび上げられなければ、ブヴー音『ピー(約]日秒繰り返し）』でお知らせし、火力表示ラン 
プ(左端)とタイマー表示部『23な日]または日2』び]日回点滅します。 


長時間、鍋などを置い 
たまま点乂操作すると 




が-/ 

点乂しない 


曰秒毎に 
ブザー報知 


さ！5に^ 
曰分後ノ 




\ピ-/ 

(約]日秒繰り返し） 



乂力表示ランプ 
10回点滅 


センサーチエックを解除するには 


センサーチェックが開始した!5、鍋などを一旦上げてください。 


•センサーび正常であれば、火力表示ランプの点滅、または日秒毎のブヴー音『ピー』報知び止まり、センサー 
チェックび解除されます。 

※鍋を上げた状態にしても、日秒毎のブヴー音『ピー』報知と、火力表示ランプの点滅び継続した場合は、点検 
び必要です。お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
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酸電池を交換ずる 

• 乾電池の交換時期び近づくと電源ランプび点滅し、最初の点火操作時は、 
ブヴー音『ピー』でお知らせします。 

乾電池の容量びなくなると点乂でさなくなりますので、新しいアルカ IJ 
乾電池(単1形： 2個)と交換してください。 



〇 グリル操作部を開ける ► © 電池ケースふたを開ける ► 


〇グ U ル操作部（左ノ くネル下面）を押し、 
グ U ル操作部を開ける。 



グ U ル操作部 
(左パネル下面) 


〇電池ケース/たの左下側に指を引っ掛け、 
電池ケースふたを開ける。 


電池ケース店、た 



※電池ケース而たは約90°まで開きます。それ 
上は無理に開かないでください。また、無理な 
力を加えないで < ださい。 

電池ケース而たび、 破損する原因になります。 



® 電池ク—ス細し込む ► ® 


〇カチッと音びするまで、しっかり奥まで 
押し込んでください。 


〇電池ケース/たとグ U ル操作部を元どおり 
に閉めて、機器の電源び入るか確認する。 



※電池ケースを奥まで押し込んでいない状態で、 
電池ケース兩たを閉めないで<ださい。 

電池ケース而たび、 破損する原因になります。 



電源 


\ピツ/ 
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乾電池を交換ずるときは、必ず機器び冷えてか5巧ってくださし、。 


© 電池ケ■スを引き出す ► 0乾電池を交換ずる 


〇電池ケース前面にある上下の凸部をつまみ、 
電池ケースを引さ出してください。 


〇単1形アルカ U 乾電池に個)の© ©を確か 
め、乾電池を交換してください。 



※電池ケースは、乾電池の落下を防止するため、 
乾電池び取り出せる位置で止まります。 

※電池ケースを引さ出すとさは、ゆっくり引さ出 
してください。 

強く引き出すと、 破損の原因になります。 


乾電池の取り出しかた 


乾電池を左ちからはさん 
で、上方向に取り出して 
ください。 



〇 



© 


0 


※乾電池の組み込む方向を間違えないようにしてく 
ださい。また、新しい乾電池とちい乾電池または、 
種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。 
乾電池の寿命び短くなります。 




逆注意 


0 

禁止 

V 

乾電池は巧電-分解-加熱したり、乂の中に投入しない 

乾電池び破裂し、手や服などを巧すだけでなく、 目などに入ると大変危険でず。 

J 


乾電池に関ずるお願い 


• 乾電池の組み込む方向を間違えないよラにしてください。 

• 乾電池び正しく組み込まれていなかったり、乾電池の容量び全くなくなった場合、電源ランプは点滅しません。 

• 乾電池は必ず2個とわ同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用してください。 

アルカ U 乾電池(単1形： 2個)を使用した場合、乾電池を交換する(電源ランプ点滅)めやすは約]年です。 

‘アルカリ乾電池(単1形： 2個)でち、使用状況*使用時間*乾電池製造メーカー*新しい乾電池とちい乾 
電池または、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用した場合、交換時期び]年(内と短くなる場合びあります。 
また、マンガン乾電池を使用した場合は、交換時期び極端に短くなります。 

•未使用の乾電池でわ「使用推奨期限(月、年)」を過ぎている場合は、自然放電により短時間で電源ランプ 
び点滅する場合びあります。また、付属のアルカ U 乾電池(単1形： 2個）は、工場出荷時期により寿命 
び短くなっている場合びあります。 

•電池ケースに水や異物び入った場合、ふき取ってきれいにしてください。 電池機能不良の原因となります。 
•単2形、単3形乾電池を単1形サイズにする電池スペーヴーは、電池ケースの©端テび接触せず、使用 
でさない場合びあります。また、使用でさた場合でわ、交換時期び極端に短くなります。 
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レンジフード連動機能 

-対応しているレンジフードとの組み合わせが必要です。 


ごとく中央に鍋などを置く 


赤外線発信部 



〇を 


7 ^ 



陰< 

1 

つム 

巧 

P う 

し • 







\ 










〇 点义ずる ► © 消义ずる 


〇点乂/消火ボタンを押し、点火の状態に 
してください。 



な乂の状態 I 


《"標準’’または"中’’の風量で動作します。 
詳細はレンジフードの取扱説明書を参照して 
ください。なお、すでに他のコン□やグ U ル 
を使用している場合は、使用時の風量を維持 
します。 

※必ず点火操作後にレンジフードび運転してい 
ることを確認してください。 

《「風量」と「照明」の操作は、レンジフード側の 
操作部で行ってください。 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態に 
してください。 



^乂の状態 I 


※必ず火び消えたことを確認してください。 

《レンジフードは、消火操作から約3分後に自 
動停止または常時換気となります。（レンジ 
フードのタイプにより、常時換気のない場合 
びあります。詳細はレンジフードの取扱説明 
書を参照してください。） 

《消火操作を行つても他のコン□やグ U ルを使 
用している場合、レンジフードは停止しません。 
※コン□使用時に自動消火(立消え安全装置作動、 
コン□消し忘れ消火機能作動など）した場合、 
レンジフードは停止しません。 

点火/消火ボタンを「消火の状態」にするか、 
レンジ フー ド側の操作部で停止してください。 
機器びオートパワーオフした場合は、レンジ 
フー ドび自動的に停止する場合びあります。 
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レンジフード連動機能とは 


•機器の点火および消火操作により、機器から出される赤外線び機器を操作する人に反射し、レンジフード 
側で受信してレンジフードを自動的に運転および停止させるものです。 


ご注意していただきたいこと 


下記の場合は、動作しないおそれびあるので注意してください。 

-赤外線発信部のおすざる位置や離れて立っている。 

-前かびみで操作し、手や顔で赤外線びさえぎられている。 

-機器の横に立って操作している。 

-テレビ*エアコンなどの Uf コンを同時に操作している。 

-機器の赤外線発信部やレンジフード側の赤外線受信部び 
巧れて、通信に弊害び生じている。 

-赤外線の反射しに<い服(黒い服やビ□ード、毛糸の服な 
ど）を着て操作している。 

-レンジフード側の赤外線受信部に太陽光び当たったり、 

受信部と照明びおすざる。 

※連動しにくい場合は、レンジフード側の操作部で操作してください。 



レンジフード連動機能ずるとをのお願い 


-コン□またはグ U ルの点乂/消乂はカウンターから約2日〜 40 cm 離れ、機器の正面に立って操作してください。 
-レンジフードに関する取扱注意および使いかたは、レンジフードの取扱説明書をよくお読みください。 


レンジフード連動機能を解除、または設定ずる場合 


•各種設定の変更を参照してください。 （5 己ページ) 
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コン□を使う準備 


鍋の選びかた 


鍋などの種類 

煮ちの 
な ど 

炒めもの 
揚げらのなど 

(油の量: 200 mUlhj 

便利機1 

じ 

揚げちの 
モード 

防圆 
い由の量：日00〜飞 

1 1000 mU 

湯わかし 
モード 

防國 

f 水の量：巳00〜 飞 

1 2000 mU 

炊飯 
モード 

防國 

f ごはん：1〜日合飞 

1 おかゆ： 0.日〜1合； 

ァルミ製の鍋 .文化鍋 

〇 

〇 

〇 

〇※4 

〇 

深めのちの 

ホー□—鍋. 

ステンレス製の鍋(厚手） 

(鍋底厚み 2 mmii (上） 

〇 

〇 

〇 

〇※4 

〇※5 
深めのもの 

ステンレス製の鍋(薄手） 

(鍋底厚み 2 mm 未満） ^一=ず 

〇※1 

X 

X 

〇※4 

〇※1 

深めのちの 

ステンレス製の無水鍋- 
ステンレス製の多層鍋 

〇※2 

〇 

X 

〇※4 

X 

中華鍋. 

フライパン 

〇 

〇 

〇《3 

X 

X 

圧力絹. 4==^ 4=^ 

耐熱ガラス容器 v y ^ 。ぶ J 

〇※2 

X 

X 

X 

X 

やかん 風 

— 

— 

— 

〇※4 

— 


〇 :適していまず 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合がありまず。） 

:焦げつさびさつくなります。 

《2:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

左ちコン□はあぶり高温炒めモード (39 ページ）にすると途中消火せず使用でさます。 

ただし、焦げつさ自動消火機能びはたらかないため注意してください。 

《3 :中華鍋は底の平らな鍋を使用してください。 

《4 :必ず而たをしてください。 

※己：ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

《6 :揚げちのの場合の油の量を示します。 


中華鍋を使うときのお願い 


‘鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 
•中華鍋の種類によっては、鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 
‘必ず取っ手を持って調理してください D 
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o 

© 


ガス栓を全開にずる 



ごとく中央に鍋やフライパンなどを置く 

• 鍋などをごとくに置いていないと点乂しません。（左ちコン□のみ） 

-点火前に温度センサーび鍋底に密着していることを確認してください。 

電源ボタンを巧す 

-『ピッ』と音びするまで押す。（約日.3秒） 


お知！5せ 


電源を入れたり、点乂操作をすると、操作部の点滅によるサイン機能を搭載しています。 


Welcome サイン機能 


電源を入れると、操作できる操作部の設定キーび全て点滅して、お知らせします。 

ろコン □ 


ノ 

強 

ブリル 左コン □ 

■分: 於 巧-ブン 

をコン □ 

.。標準 

1〇弱 

ミ •ミリ- ン 3抄巧し 

曰田凶曰田圓 



» な撒闘 »»黑 

猶 


J がけレ 

曰田圓 

««» 


NEXT サイン機能 


次に操作するキーを点滅でお知らせし、操作性を向上させるナビゲーシヨン機能です。 
0 0 0 1 0 .. 


例)ちコン□の 

タイマーモードの 
場台 



次の設定キーを 
点滅でお知5せ 


点乂ずる 


ちコン □ 


曰出圆 

萬 》@Hi 



《 NEXT サイン機能を解除、または設定する場合は、各種設定の変更を参照してください。（己己ぺージ） 



© 


点'灯1 




電源 


\ピツ/ 


微調節〇 


〇 


3秒巧し 


コン□微調節ボタンに7ページ)/□ック機能ボタン 


ック機能について 


小さなお子さまのいたず5や誤作動を防止ずるために、操作を□ックずることができまず。 

-電源び入っている状態で使用して 


ックの設定 


いないときに、□ック機能ボタン 
を3 秒上押す ことで□ックの設定 
/解除びでさます。 

※□ック状態で電源を切つても（オー 
トパワーオフしても）、□ックは解 
除されません。 


と°ピピ 



ックの解除 



\ピ-/ 
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コン□の使いかた遣本操作) 


『コン□を使う準備』に曰ページ) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 



〇点义ずる 


► © 义力調節ずる 



〇点乂/消乂ボタンを押し、点乂の状態に 
してください。 



E な乂の状態 I 



点乂時の乂力表示 



左ちコン □ 後コン □ 


〇点乂/消火ボタンを左ちにゆつくりと回して 
ください。 



※点火後、約3日分毎にブヴー音『ピピピッ』で 
使用中であることをお知らせします。 


〇コン□微調節ボタンを押し、火力調節すると、 
火力をさらにこまかく調節でさます。 



コン □ 

通常 

微調節 

左•ち 

己段階 

37段階 

後 

3段階 

19段階 



中間乂力状態のときは、 

2力所のランプび点な 
し On 9 〇 


※左ちコン□は安全のため、火力4で 
点火します。 


※すべてのコン □ び乂力微調節状態になります。 

※再度、コン□微調節ボタンを押すと、ブヴー音『ピー』 
でお知らせし、ランプび消灯して、火力微調節状態は 
取り消されます。 

※設定を解除しても消火しません。 
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調理をずるときのコツ 


炒めもの(野菜妙めなど)、焼きもの（目玉焼き、八ンバーグなど)をする場合は、1分程 
度予熱ずる。 

※予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはたらさ、弱火になったり消 
乂する場合びあります。 

きんぴ5ごぼう•インスタント焼きそばなどは、あぶり高温炒めモードで調理する。 （39 ページ） 

※水分び蒸発しても加熱を続ける料理の場合、焦げつき自動消火機能びはたらき、消火することびあります。 

揚げものは揚げものモードで調理する。 （31 ページ） 

※揚げわのモードを使わずに多めの油を加熱すると、機器び煮わの調理と判断し、低い温度で自動消火する 
ことびあります。 



逆注意 


〇 みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり溫めたりするときは、乂力を弱め 
にして、よくかき混ぜる 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突沸現象により突然噴さ上びり、鍋びはねあ 
びって やけどをする原因になります。 （とくにだし入り豆みそ(ホみそなど)のときは注意してください。） 
※突沸現象については、] 3ページを参照してください。 


© 消义ずる 

〇点火/消乂ボタンを押し、消火の状態に 
してください。 



E 肖乂の状態 I 


ご注意していただきたいこと 


鍋などをごとくにのせた状態で、激しく動 
かさないで <ださい。 

トッププレート にキズがつくおそれがあり 
ます。 


お知！5せ 


約] 2日分間搞温で自動火力調節している状 
態の場合は約3日分間）連続使用すると、消 
し忘れ消火機能びはたらさ自動消火します。 
《コン□消し忘れ消火機能の設定時間を変 
要することびできます。 （5 己ページ） 


※必ず火び消えたことを確認してください 
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タイマーモード (左ちコン □) 


『コン□を使う準備』 （2 日ぺージ) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 



〇か 


コン□操作部(シート) 


..在ユン □ 



後コン □ 

〇おかゆ 
〇ごはん 


\〇 



…ちユン □ 



甲 圏回 


OSteii ずる ► ® タィマ-を設定ずる 


〇点乂/消火ボタンを押し、点火の状態に 
してください。 



な乂の状態 I 






〇点火/消火ボタンを左ちにゆつくりと 
回してください。 



〇タイマー丰一を押して < ださい。 



-「+」か「一」を押すか、約日秒たつと、タイマー表示び 
点灯に変わり、タイマーびスタートします。 

-点火する前にわ設定でさます。 

〇取り消すときは、再度、タイマー丰一を押し 
てください。 



※設定を解除しても消火しません。 


29 

































































































义び消える ► © 消义のが態に戻ず 

〇タイマーを設定します。（タイマーびスタートします。） 〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態 

にしてください。 



1分刻みで1〜99分(最長)に設定でさます。 
※押し続けると、 ] 日分刻みで変わります。 

※調理中でわ、タイマーの変更は巧能です。 
※あぶり高温炒めモード使用時は最長6□分です。 
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揚げものモード (左ちコン □) 


『コン□を使う準備』 （2 日ぺージ) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に鍋などを置く 


適した鍋 

適した油の量 

直径：] 8〜 24 cm 
材質：鉄、アルミ 
種類：天ぷら鍋 
中華鍋 

(底び平らなをの） 

己00〜] 000 mL 



ー コン□操作部(シート） 


をコン □ 


後コン □ 


3秒巧し 


日 西顯 



〇おかゆ 
〇ごはん 


〇 




点义し、 

义力調節ずる 



© 揚げをのを設定ずる 


〇点乂/消火ボタンを押し、点火の状態に 
してください。 



な乂の状態 I 



NEXT サイン 


次に操作するキーを点滅でお知5せ 
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〇点火/消乂ボタンを左ちにゆつくりと 
回してください。 



※乂力は鍋の径に応じて、炎びぁ而れない程 
度に調節してください。 

ただし、乂力を弱乂で使用しますと、機能 
び正しくはたらさません。 


〇着火後すぐに温度丰一を押してください。 
※最初は] 8ぴ C に設定されます。 



-「+」か「一」を押すか、約己秒たつと、温度表示び点 
灯に変わり、数秒後に「む」表示び点滅に変わります。 
設定温度になるまで点滅び続さます。 

-点火する前にわ設定でさます。 

※使用途中に設定温度を下げた場合、設定温度に下び 
るまで時間びかかり、その間点滅び続さます。 


〇取り消すとさは、再度、温度丰一を押してく 
ださい。 



※設定を解除しても消火しません。 










































































































ごま意していただきたいこと 


-油の温度は天ぷら用鉄製鍋を基準に設定しています。鍋の種類-材質-大ささや厚み、油量などにより、 
設定温度と異なったり温度変化び大さくなることがあります。 

-油の温度び高い状態で温度設定したり途中で油を足すと、設定温度と油の温度び異なることびあります。 
•焼さものの焦げの程度は、フライパンの大ささ、材質、調理内容によって異なります。 

※弱火から強乂に切り替わる瞬間、炎び大さくなりますので注意してください。 

※使用途中に設定温度を下げた場合、設定温度に下びるまで時間びかかり、その間点滅び続さます。 

複数の揚げわのをするとさは、温度設定の低いわのから調理してください。 

※一度に揚げる量は、油の表面積の半分程度にしてください。 

※設定温度になっても調理物を入れないと、設定温度より調理油の温度び上昇することびあります。 


八ンバーグやギョーヴ、ホットケーキなど焦げつさやすい焼さわのわ、揚げわの f ードの温度調節を使えば 
簡単です。ほどよい焦げ色に焼さあげます。 


次のよラな下ごしらえをすると、油の飛び散りをおさえることびでさます。 


イカ 

皮をむき、丽に切り目を入れる。 

ェビ 

尾は先を切る。 


ししとう 仲び蛮'同の野菜な。 
切り目を入れる。 

5 ず 5(ゆで卵など） 

串などで刺す。 


ドーナツ 

生地には、必ずべーキングパウダーや砂糖を入れる。 

魚介類や野菜など 

水分をふき取る。 


® 温度を設定し、 
調理ずる 

〇温度を設定します。 


© 消义ずる 



(巧す） 

1ぴ C 刻みで] 4日む〜2日日むに設定でさます。 
※調理中でわ、温度の変更は可能です。 



クルトン 
手作りコ□ッケ 

冷凍食品(コ□ッケなど）•天ぷ5 
ドーナツ•フリッタ-' 


ギヨーザ•お好み焼さ 

-1- 

1 

-1- 

1 

ホットケーキ！ 1 

1 

1 

オムレツ1 1 

1 

1 

ハンバ-グ1 1 

1 

1 


〇設定温度になると、「む」表示び点滅から点 
なに変わり、ブヴー音『ピピピッ』でお知ら 
せします。調理を始めてください。 




\ピピピッ/ 

自動的に強火と弱火を繰り返し、設定した温度 
を保ちます。 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態に 
してください。 



II ruo" 



\ビブ 


肖乂の状態I 

※必ず火び消えたことを確認してください。 


日田 


2日日 C 


190 C 


180 C 


170 C 


160 C 


揚げちののコツ 


焼をちのにち便利 


焼さちの 


揚げもの 





























































湯わかしモード (左ちコン □) 


『コン□を使う準備』 （2 日ぺージ) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央に 
やかんなどを 
ふたをして置く 



適した鍋 

適した水の量 

やかん 

底の平りな鍋 

己00〜2000 mL 
※而さこぼれを防ぐため 
に、やかんや鍋の大さ 
さに応じた水量(最大容 
量の6〜7割）にしてく 
ださい。 


コン□操作部(シート) 


をコン □ 


回田 
國國 


3謂し 

離! 




國罕 

0 


後コン □ 


〇おかゆ 
〇ごはん 


〇 




点义し、 

义力調節する 



© 湯わかしを設定ずる 


〇点乂/消火ボタンを押し、点火の状態に 



な乂の状態 I 


NEXT サイン 


次に操作ずるキーを点滅でお知5せ 



〇点火/消火ボタンを左ちにゆつくりと 
回してください。 



※火力はやかんや鍋の径に応じて、炎びあ而 
れない程度に調節してください。 

ただし、火力を弱火で使用しますと、兩っ 
とうする前に保温になったり、消火したり、 
機能び正しくはたらさません。 


〇着火後すぐに湯わかし丰一を押してください。 



-「+」か「一」を押すか、約日秒たつと、タイマー表示び 
点灯に変わります。 

• 点火する前にわ設定でさます。 


〇取り消すとさは、再度、湯わかし丰一を押し 
てください。 



※設定を解除しても消火しません。 
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ごま意していただきたいこと 


-火力はやかんや鍋の径に応じて、炎びあ而れない程度に調節してください。 

•火力を弱火で使用しますと、而っとうする前に保温になったり、消火したりします。 

-お湯から湯わかし f ードを使用した場合は、而っとうしてから消火や弱火になるまで時間を要する場合や、 
而っとうする前に消火する場合びあります。 

•やかんや鍋の材質、水の量、形状などにより消火や弱火になるタイミングび異なる場合びあります。 
※水の量び多すざると而さこぼれる場合びありますので、やけどなどに注意してください。 


湯ねかしずるときのお願い 


• やかんや鍋に而たをする 
• やかんや鍋の而たの開閉はしない 
• やかんや鍋を動かさない 
• 水をかさ混ぜない 
• 途中で水を入れたり具を入れない 
• 途中で火力を変えない 


@|| B ! 養を誠苗な^ ©消义のが態に戻ず 


〇保温時間を設定します。 



1分刻みで日(保温なし)〜99分爆島に設定できます。 

※日分に設定した場合、分表示は、消灯します。 

※タイマー設定のしかたは、29ページを参照してください。 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態 
にしてください。 


•ooooo*. .ooooo" 



03^つとう後、保温開始するとタイマーびスタートします。 













































燃飯モード (後コン □) 


下準備 


〇お米を正確にはかる 


-計量カップやはかりで、炊飯したいお米の量を正しくはかる。 




ごはん 

]〜 己合 

炊さ込みごはん 

卜4合 

おかゆ 

日.5〜1合 


例）180 mL の計量カップ 



© お米をとぐ 


•たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

-一度目のとざ水はすぐに流す。 

※めかを含んだ最初のとざ水を、乾いたお米び吸わないよラにしてください。 

- r とぐ-^洗い流す」を素早く数回繰り返す。 

※といだあとのお米は、よく水を切ってください。 

※お米をとざ足りない場合は、においや着色および、兩さこぼれの原因になり、炊飯びうまくでさない場合びあります。 


© お米に水を含ませる 


お米と水の量のめやず 


-ごはんのかたさを調節するときは、水量で調節する。 

※増減する水量のめやすは、± ] 日％程度にしてください。 

※炊さあびりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などによつて異なりますので、お好みに応じて加減してください。 


お米の量 

水の量 

1.0台 （15 日 g)(18 日 mL) 

約300 mL 

1.已を （225g)(270mL) 

約 400mL 

2.0台 (300g)(360mL) 

約 500mL 

2.已を （375g) (450mL) 

約600 mL 

3.0台 (450g)(540mL) 

約 700mL 

3.已台 （525g)(630mL) 

約800 mL 

4.0台 (600g) (720mL) 

約 900mL 

4.已合 （675g) (810mL) 

約] 000 mL 

已 .0 を (750g) OOOmL) 

約 ] lOOmL 


お米の量 

水の量 

0.已合 (75 g ) (90 mL ) 

約 700 mL 

1.0台 （15 日呂 ）（1 8日 mL ) 

約] 000 mL 


※炊さこみごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の水の 
量(調味料、だしを含む）とし、具はお米の上にのせて炊 
いてください。 


※おかゆは t 分びゆ程度の炊さあびりです。 


お米を水に浸す時間 


•洗米したあと必ず30分必上、水に浸ず。（冬勵ホ1時間程度） 

※といだあと、すぐに炊飯をするとごはんびかためになります。 

※ごはんにおび残るので、お湯を使わないでください。 

※一度水に浸したお米は砕けやすくなり、砕け米び混じることびあります。 

砕け米-粉米などび混ざった状態で炊飯すると、炊さムラや焦げの原因になります。 
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無洗米を炊くときのコツ 


. 1〜2回すすぐ。 

※にごったまま炊飯すると、でんぷん質び沈殿し、上手に炊けない原因になります。 

•洗米したあと必ず30分上、水に浸ず。设鳳よ1時間程度） 

•水の量を3%程度多くずる。または、無洗米専用の計量カップを使う。 

-よく混ぜて気泡をとばす。 

※水を加えただけでは、表面に気泡びでさ、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 


© 鍋をセツトする 


-水に浸した状態のお米が入っている鍋を、正しくごとくに置く。 

※温度センサーの上面や、鍋底に異物びないことを確認し、鍋底の中/こ\び温度センサーに密着するように 
正しくセツトしてください。 


鍋底と温度センサーび 



炊飯モードに適した鍋 


•おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ。 

※市販の炊飯鍋などでわ炊くことびでさます。 


ふたに蒸気穴びあるもの 

ふたと鍋にすき間のないもの 

ふたび重く、鍋本体に 
落とし込むようなお状 

鍋の縁が高いちの 
鍋はぷいもの 
鍋底び平5なちの 
鍋径が IScmlU 上のもの 

※ふたに蒸気穴びない場合や、鍋の材質-形状に 
よっては焦げつきや、ふきこぼれなどを起こし、 
うまく炊けない場合びあります。 

このよラな場合は、別売の炊飯専用鍋を使用し 
てください。 


X :適していません。（溫度を正しく燃日しなし、場合があります。) 

:ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

《2 :焦げつさびさつ<なります。 


炊飯専用鍋も別売しています。 （73 ページ） 

※別売の炊飯専用鍋のお求めは、お買い上げの 
販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお 
問い合わせください。 



炊飯モードに適した鍋 

炊飯モード 

f ごはん： 1 〜己合 ^ 

1 おかゆ： 0 万〜 1 台 J 

炊飯専用鍋(別売） 

〇 

アル S 製の鍋-文化鍋 

〇 

深めのちの 

ホー□— 鍋. 八 ミ、^^ 

ステンレス製の鍋(厚手） 

(鍋底厚み 2 mmiU 上） 

〇※ 1 
深めのちの 

ステンレス製の鍋(薄手） 

(鍋底厚み 2 mm 未満） し_ r 

〇※ 2 
深めのちの 

ステンレス製の無水鍋- 
ステンレス製の多層鍋 

X 

±鍋.圧力鍋. 

醒ガラス織 たプ 1— J ) 

X 


〇 :適していまず。 
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獻飯モード (後コン □) 



『コン□を使う準備』に曰ぺージ） 

『炊飯モード 化麵 J (3 日ぺージ） 

をよく読み、準備をする 

ごとく中央に鍋を置く 



广 コン□操作部(シート） 


マろ 


"〇 〇 

00000000 000000 00000000 

*0 み 〇 3 

i 



\ 日因 ■ 離、；‘き邸 \ 日困鐵 •一 

、励触四 \固\ 励剛回、\ 



1 1 


〇か 


左コン □ 


娜巧し 


曰田圓 
國國回 


後コン □ 


〇おかゆ 
〇ごはん 

固 

苗 


ちコン □ 


娜巧し 


曰田圆 
画圏回 


の点义し、 


义力調節ずる 


〇点火/消火ボタンを押し、点火の状態に 
してください。 


© 巧飯を設定ずる 


000 



00 


•通 


〔巧す） 


\ピ'グ 

L 点火の状態 j 




〇 


蠢 


〇着火後すぐにごはんを設定します。 



又1回巧す j 

〇押すたびに、次のように切り替わります。 

•が！ fc がの J 吟■御を • 

\ ピッ / \ ピッ / \ビブ 

♦ 1 

-点火する前にち設定でさます。 

※設定を解除しても消乂しません。 


〇着火後すぐにおかゆを設定します。 



, を回巧す） 

〇押すたびに、次のように切り替わります C 

ESa 今 iSSSI 吟画國 a 

\ピッ/ \ヒッ/ \ピ-/ 

t J 

-点火する前にわ設定でさます。 

※設定を解除しても消火しません。 


おかゆ 


ごはん 


NEXT サイン 


解除 


おかゆ 


ごはん 


下準備 


おかゆ 


ごはん 



























































































ごま意していただきたいこと 


-機器を囲ラ油ガードなどを設置すると排気の流れび変わるため、燃焼不良となり、 
炊さムラなどの原因になります。炊飯時は油ガードなどを取り除いてください。 
•炊飯途中で、水をたしたり、鍋の而たを開けたりしないでください。また、炊飯 
の途中で炊飯 f ー ドを切り替えたり、他のキーやボタンを押さないでください。 
ラまく炊けない場合びあります。 

-ごはんの場合は、消火後むらし(約1□分)を必要とします。 

むらしをしないとうまく炊さあびりません。 

• 炊さこみごはんの場合は、具をお米の上にのせて炊いてください。 



おかゆについて 


おかゆモードはお米か5おかゆをつくる機能です。 

※ごはんからおかゆをつくる場合は、炊飯 f ードを使用しないで、下記を参考に手動で調理してください。 
※おかゆの味付けは、自動消乂してから行ってください。最初から、または炊飯途中に調味料や具を入れると、 
うまく炊けない場合びあります。 

ごはんからおかゆの炊きかたに人分(茶わん約2杯分： 3日日 g ) の例） 

(1) 冷やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗ってほぐす。（めめりをとります。） 

(2) 鍋に水 (4 カップ強）とごはんを入れ強火で炊く。 

(3) 煮立ったらアクを取り、弱火で1日〜1己分炊く。 

(4) 消火し、好みに応じて塩を少々加え、数回かさ混ぜてでさあびり。 


义ぴミ肖える ► © 消义のが態に戻ず 



炊飯時間：約20〜30分 I I ごはんむ!5し時間：約10分 

※むらし中に点火/消火ボタン 
を戻すと、むらし終了のお知 
らせブヴー音び鳴りません。 


〇点火/消火ボタンを押し、消火の状態 
にしてください。 


000 000 



※ごはんの場合は、むらし後、ごはんを 
ほぐしなびら底からよくかさ混ぜてく 
ださい。 

余分な水分び逃げ、ごはんびおいしく 
なります。 





•劲 、ゆ 
〇とはん 


© 



炊飯時間：約40〜曰〇分 


が-/ 





























































あぶり高温げめモード 庙ちコン □) 

•直乂料理(あぶりもの)、いりもの、炒めもの(鍋をひんぱんに上げる料理)をする場合などは、 
あぶり高温炒めモードをお使いください。 


『コン□を使う準備』に曰ページ) 
をよく読み、準備をする 


ごとく中央にフライパンなどを置く 



广 コン□操作部(シート) 

左コン □ 

後コン □ 

3獅し 

日出 \Mi 

〇おかゆ 
〇ごはん 

厘 ] HIES 

け 


ちコン □ 



画圏圆 


〇か 


奋 


〇 点义し、 、 A あぶり高温炒めを 

义力調節ずる^ ち f 設定ずる 


〇点乂/消火ボタンを押し、点火の状態に 
してください。 



E な乂の状態 I 



〇あぶり高温炒め丰一を3秒じ(上押して < ださい。 
(押している間は点滅します。） 

3禱し 

\ピピピ、 y ^ 巧す J 

-点火する前にわ設定でさます。 


〇点火/消火ボタンを左ちにゆつくりと 
回してください。 


〇取り消すとさは、再度、あぶり高温炒め丰一 
を押して < ださい。 



※設定を解除しても消火しません。 
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あぶり高温炒めモードとは 


通常時より高い温度まで調理でさる機能です。あぶり高温炒め f ードを使用してわ、鍋などの異常過熱を防 
止するために、温度センサーの温度び上びりすざると、自動的に火力を調節したり、自動消火します。 
※あぶり高温炒めモードを使用すると、天ぷら油過熱防止機能、焦げつさ自動消火機能は作動しません。 


0 


盤化 
言口 


あぶり高温炒めモードを使用ずるときは、揚げものなどの調理はしない 

天ぷら油過熱防止機能び作動せず、調理油び 発乂し、乂災の原因になります。 


逆注意 


〇 直乂料理(あぶりもの)をする場合は、温度センサーの真上を避ける 

温度センサー上に焼さ汁などび滴下しないよラ、温度センサーの真上は避けて調理してください。 

^ずする温度センサーび';ちれると、鍋底の温度を正しく検知できず、 発乂や途中消乂、機器焼損の原因になります。 
また、焼さ汁の滴下量や位置により、温度センサーの 故障の原因になります。 


© 消义ずる 


〇点乂/消火ボタンを押し、消火の状態に 
してください。 




3謂し 
IrT 高温妙め 


g 肖乂の状態 I 


お知！5せ 


約6日分間（高温で自動火力調節している状 
態の場合は約3日分間）連続使用すると、消 
し忘れ消火機能びはたらさ自動消火します。 
※あぶり高温妙めモードを取り消して、さら 
に使用する場合は、点火してから約] 2日 
分間（高温で自動火力調節している状態の 
場合は約3□分間)連続使用すると、消し忘 
れ消火機能びはたらき自動消乂します。 
※コン□消し忘れ消火機能の設定時間は、 
変更することびできます。 （5 己ページ） 


※必ず火び消えたことを確認してください。 
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グリルを使う準備 

〇 ガス栓を全開にずる 

@調理物を入れて、 

W グリルとび5を閉める 

@電源ボタンを巧す 

-『ピッ』と音びするまで押す。（約 0.3 秒） 



開にする 




勢 


電源 


\ピツ/ 



座注意 "1 


グリルとび5を開けた状態で 


グリルを点乂しない 

禁止 

炎や熱で、 やけどのおそれ 

V 

があります。 J 



グリル受け皿には 
水を入れない 


□ック機能ボタンに6ぺージ） 


お知！5せ 


電源を入れたり、点乂操作をすると、操作部の点滅によるサイン機能を搭載しています。 


Welcome サイン機能 


電源を入れると、操作できる操作部の設定キーび全て点滅して、お知らせします。 

ちコン □ 

屢 

曰田圍 


@ 


J - 

い強 

卜〇標準 

1〇弱 

ブリル 在コン □ 

^■分: 於炯 -ブン 

ミ ♦ミリ- ン ■誦し 

後コン □ 

日田固曰田關 

〇おかゆ 
〇ごはん 

ミ f 焼き]; 

» 戦を關 漏麵黑 

養 


讓»黑 


NEXT サイン機能 


次に操作するキーを点滅でお知らせし、操作性を向上させるナビゲーシヨン機能です。 


例）才ートグリル 〇を境 
モードの場合 


〇強 



〇強 
•標準 
〇弱 


m 


次の設定 キーを 
点滅でお知5せ 



潘 



《 NEXT サイン機能を解除、または設定する場合は、各種設定の変更を参照してください。（日己ページ） 


グリルの開けかた 


グ IJ ルスライド枠は取り外せません 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで 
引さ出す。 

※グリル焼網、グ U ル受け皿、グリルとびら、 

サイドカバーの取り外しかたは、59ページ 
を参照してください。 


お知！5せ 



グ U ル受け皿をキズつけないよラに、気をつけてください。キズびつくと、表面に施されたク U アコート 
びはがれる原因になります。 

























































































はじめてグリルを使うとき 


-捆包部材び入っていないか確認してください。 

• グリル庫内の金属部品に残った加工油を焼さ切るため、グ U ル焼網を取り出し、グリルとびらを閉め、強乂(上 
乂：「強」、下乂：「強」）で約8分空焼きしてください。煙やにおいび出る場合びありますび、異常ではありません。 
空焼さしているとさに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動消火する場合びあります。 

消火した場合(タイマー表示部「□2〇 引点滅表示)は、しばらく（約3分)待ってから再度点火してください。 


お知！5せ 


グ IJ ル焼網、グ IJ ル受け皿は消耗部品です。ご使用状態や経年変化などにより、魚や脂巧れびとれにくくなったり、 
コーティングびはがれる場合びあります。交換部品(有料)として準備しております。 （72 ページ） 

お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


食ネオの準備 


魚の下ごし5え 

•冷凍の魚は、しっかりと解凍する。 

•冷蔵の魚は、常温でしばらくおく。 

※しっかりと解凍したり、常温にしておかないと、 
調理時間びかかり、生焼けになったり、安全機能 
びはたらく場合びあります。 

•生魚は、水洗いしたあと、水気をよく而さ取る。 

-みそ漬けや、かす漬けの魚は、 _ r > 

みそやかすをよく而さ取る。 


塩焼きの下ごし5え 

材料にあった塩加減(魚の重量の2%程度)び必要です。 
塩をつけると、身びしまって身崩れしにくくなります。 
身の厚いところには厚く、薄いところには薄くつけます。 

-さばやいわしなど脂肪分の多い背の青い魚は、多め 
に塩をして、おさ時間は長めにする。 

. 白身魚は、少なめに塩をして、おき時間は短めにする。 
•川魚や、いか、えび、貝などは、 

焼く直前に塩を而る。 


魚必外の下ごし5え 

•なすや、ししとラなどの野菜は、 
表面に切り目を入れる。 

•鶏肉など、脂の多い食材は、フォ 
ークなどで皮に穴を開け、皮を上 
にして焼く。 

※切り目や穴を開けずに焼いた場合、 
食材に火びついて、庫内で 発乂す 

るおそれがあります。 


姿焼さなどの場含 

•尾やヒレはとくに焦げやすいので、多めに塩 
をつけたり、アルミはくで包む。 

-切り目を入れる。 

※切り目を入れると、火の通り 
びよくなり、皮び破れること 
による脂の飛び散りわ少なく 
することびでさます。 



アルミはく 



切り目 


魚を焼くときは 


• 魚は身の厚い部分や、 
頭を奥にして置いてく 
ださい。 



• 魚を]尾だけ焼く場合 
は、左ちどちらか端に 
置いてください。 



• 魚を3尾(上焼 < 場合 
は、まん中を避けて、 
左ちどちらかに寄せて 
置いてください D 



ししやわなどのルさな 
魚は、尾び焦げやすい 
のでグ U ル焼網の手前 
側に置いてください。 



頭 


尾 


A 手前側 


魚を取るときのコツ 


はしをグ U ル焼網と平行に入れると、グ U ル焼網に付着した魚びはびし 
やす < なります。 



0 


グリル排気□の上に、ふきんやタオルなど 
をのせた0、ふさがない 

グリル排気□の周りには、ものを置かない 
乂災や不完全燃焼の原因になります。 


逆注意 


ベ、^ 調理物を取るとさなどは、必ず消乂し、グ 
リル部周辺に触れない 

-^とくにグ IJ ルとびらなどび熱く なっており、 

やけどの原因になります。 

\_ J 
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グリルの使いかた (マニュアルグリル) 


『グリルを使う準備』 （4 1ページ) 
をよく読み、準備をずる 


グリル燃焼ランプ ー! 


グリル 


グリル操作部(シート） 

グ 



I 分^ 〇か村-ブン 
;〇 ク IJ - ン 

日-田； 础 

1 し0 0 0. 



哨廳 1! 



后ぶミ 



f ご? 

|n 


«〇 〇 oSm, C )mm 

00000000 Oeeett OeeeeeflO 

*0*0*0 。 

苗藏品 P 懲 1 

1/ 阮可 MMlfW 蜀巧總 照 罰 1 


i 

\ ' 



〇 点义ずる ► © 义力調節ずる ^ 


〇点火/消乂丰一を押し、点乂してください。 



I 分〇ダリ村-ブン 
〇クリ-ン 


□出 

^ W ] 



0甲す^ 


グリル燃焼ランプ 



〇乂力調節をします。 

な泌 

\ピ1グ 

〇押すたびに、次のように切り替わります。 


上乂：強 I 上乂：強 I 上乂：弱 I 上乂：弱 
下乂：強下乂： iiBj 乂：強 乂：弱 


〇着乂すると、自動的にグ IJ ルタイマーびスタート 
します。 



分 


邮い例を*例を* 魄資 


\ピツ/ 

♦ 


\ピツ/ \ピツ/ 


\ピツ/ 

1 


※グ U ル庫内の温度に応じて、6〜9分を自動的に設 
定します。（設定は変更でさます。） 

※グ U ルタイマーは安全のため、解除でさません。 
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おくずれを防止ずるコッ 


2分程度予熱後、一旦消火してから、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 
その後、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、火力を調節してタイマーを設定 
してください。（詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。） 



グ U ル焼網 


警告 


〇 鶏肉などの月旨の多し、食材を調理するときは、 
上下の乂力を『弱』にして焼くようにする 
必ず守る グリル受け皿にたまった脂に引乂し、乂 
災のおそれがあります。 


座注意 


〇 

必ず守る 


V 


焼さすざに注意する 

魚に乂がつき乂災の原因になります。 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまつ 
た脂に引火した場合は、すぐに点火/消 
火キーを押して消乂してください。 


ごま意していただきたいこと 


-連続の使用などでグ U ル庫内び高温になると、安全のため消火します。 

グ U ル過熱防止センサーびはたらいて消火した場合(タイマー表示部「02林_引点滅表示)は、しばらく（約 
3分)待ってから再度点火してください。 

-脂の多い魚を焼いているとさは、煙び多く出る場合びあります。 

次の魚は、とくに焼きすざに注意してください。 

-干物や、脂分の多い魚(にしん-塩さばなど） 

発火しやすいので、調理中は、グ U ル庫内の状態に十分注意してください。 

-小魚の干物(めざし-うるめなど） 

焼さ時間のめやすは2〜3分です。（グ U ル庫内の温度び高い場合は1分程度。） 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 


® タイ7—を 自動で 

設定ずる る 

〇タイマーを設定します。 

の分 

1— ん 

\ピ’グ&通を 

1分刻みで1〜18分(最長)に設定でさます。 

※調理中でわ、タイマーの変更は巧能です。 

※連続使用可能時間は] 8分です。 






グリル燃焼ランプ 



※約1□秒後に消灯します。 
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グリルの使いかた (オートグリルモード）じじ 



『グリルを使う準備』 （4 1ページ） 
をよく読み、準備をする 


グリル燃焼ランプ ー! 

グリル 


グリル操作部(シート） 


♦ ■ ■ ■ 、♦ ——— > 
|〇 姿焼 |〇 強 

!〇 切身!〇標準 

■0 干物 |〇 弱 


分〇ダ、リ村-ブン 
〇クリ-ン 


リル 

日田國 
胃圓 ® (Ml 


f 才-ト ト [焼 司;障 火 1 

ふ占ふ 



3 






7 ご? 

!、 


» 〇み CZ )« 

00000000 000000 00000000 

*0*0*0 。 

~ r ^ 量觀ミ懲 1 

1な組願/ 


S 

\ 1 



〇 


メニユーを 
設定ずる 


0才ートメニュー丰一を押し、メニューを設定 
します。 

※最初は『切身』に設定されます。 


^ ^ I 巧を加減を ^ 


〇焼さ加減丰一を押し、焼さ加減を設定 
します。 

※最初は『標準』に設定されます。 


〇姿焼 
切身 
〇干物 


を， 

〇 

点 L 同す) 

な け 越; M 



\ピ'グ 



〇押すたびに、次のように切り替わります。 

\ ピッ / \ピッ/ \ピッ/ \ピ-/ 

t _I 




〇強 
* 標準 
〇弱 

fmw 

im 



\ヒ'グ通の 


次に操作ずるキーを点滅でお知5せ 
\ 


点乂 


消乂 



〇押すたびに、次のように切り替わります。 

眶 I 留誦吟吟 

\ピッ/ \ピッ/ \ピッ/ 

t _I 
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逆ま意 


〇 

必ず守る 


0 

禁止 


-魚などの焼けかたが浅い場合や、焼き足したい場合はマニュアルグリル (43 ぺージ)で焼く 
その場合、設定時間を短くして焼さすざに注意してください。 

焼さすざた場合、調理物の脂び燃えて、 乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 

-みりん干し-めざし-市販のみりんづけ-うるめいわしの丸干し-身欠きにしんは、マニュアル 
グリルで焼き、オートグリルモードを使用しない 
発乂のおそれがあります。 


使いかたのお願い 


機器び正しい調理時間を予測するため、下記のことをお守りください。 

•オートメニューは魚専用です。魚外は、マニュアルグリルで焼いてください。 

-予熱しないで使用してください。 

-オートグ U ル使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

-種類や大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

連続して調理するときなど、グ IJ ル庫内の温度び高い場合は、オートグ U ルモードを受けつけない場合びあります。 
才ートメニューキーを押すとブヴー音『ピピー』と、タイマー表示部 『 H 』 （点滅)でお知らせします。 

しばらく（約3分)待ってから使用してください。 

※すぐに使用したい場合は、マニュアルグ U ル (43 ページ)で様テを見ながら焼いてください。 

調理終了のお知らせ後、すぐに調理物を取り出してください。 

-余熱で焦げることびあります。 


© 点义ずる 


自動で 
义が消える 


〇点乂/消火丰一を押し、点乂してください。 



-点火すると機器び調理時間を予測し、時間(分)び表示されるまで、 
グリルタイマー表示のドットび点滅します。 

※自動機能のためグ U ルタイマー時間の変更はできません。 

また、自動的に乂力を切り替えます。 


■4^ ム 1■逃 LI — グリル燃焼ランプ 
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圏 w レの使ぃかた (才ートグリルモード） 


魚の種類や大ささなどにより、オートメニューと焼さ加減を選んでください。 



※：さんま、あじを己尾焼くと、中央の魚屬励の焼き加減び浅くなります。 
1〜4尾で焼くことをおすすめします。 
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魚の置をかた 



手前側'^_/ V _ 

1尾の場合 2尾の場合 

端に置< 均等に置く 


ポイント 


C 頭を奥に） 



手前側 


尾*ヒレをされいに焼く 
-多めに塩をつける 
-アルミはくで包む 


アルミはく 



乂通りをよくする 

-皮面に切り目を入れる 



3尾(上の場合、中央の魚(裏面)の 
焼さ加減び浅くなるため、中央を 
あけ、左ちどちらかに寄せて置く 



手前側 



( f 皮面を上向きに） 

身の厚い部分を奥に置く 



みそ漬け*照り焼きをきれいに焼く 

•表面のみそ養けタレを十分に而さ取り、焼さ 
加減を弱めで調理する 




♦ 理 

手前側 V _ 



ルさい切身は、身の薄い部分を 
外側にして左ちどちらかに置く 


ご注意していただきたいこと 


• 干物は乾燥しているほど焼けやすくなつてい 
ます。 


-脂のりびよい場合は焦げやすくなります。 


C 頭を奥に） 


厚みのある魚の場合のお願い 


厚みのある魚など（切身 2.5 cm 、 姿 4 cm を 
超えるもの）は中まで火び通りにくいので、 
マニュアルグ U ル (43 ページ）で様テを見な 
びら焼いてください。 
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タッチオーブンモード 


ダツチオーブンのセツト方法 


ダッチオーブンは1£^ず専用のダッチオーブンを巧用して<だをい。 


※ダツチオーブンび付属されていない機器(品名コードの末尾び OOSTE 、 00 STES ) をご購入のお客さまは別売の 
ダツチオーブンセツトをお買い求めください。 （73 ページ） 

別売のダツチオーブンセツトのお求めは、お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせ 
ください。 



調理物のセツ 


タッチオーブン 


専用のダツチオーブン 
セツトを別売しています 

(DP0127 : 73ぺージ） 



① ダッチオーブン網を図のように 
足び下向さになるように、ダッ 
チオーブン本体にセットする。 

(料理の種類によって、セットし 
ない場合ちあります。） 

② 調理物をダッチオーブン網の上 
にのせる。 

◎ダッチオーブン而たをダッチオ 
ーブンにセツトする。 



ダツチオーブンふた 


調理物(例） 


ダツチオーブン網 


タッチオーブン 
本体 


※ダツチオーブンはホー□一加工されているのでシーズニング(油をなじませること）は不要です。 
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ダッチオーブン 
本化のセット 


ダッチオーブンは必ずダッチオーブン支持枠の上に正しくセットして使用してください。 

①ダッチオーブン支持枠前足を、グ ダッチォーブン 

UJ レ受け皿の取付穴に差し込む。 

《ダツチオーブン支持枠前足のち 
側は長くなっています。 


支持枠 


◎ダッチオーブン本体の凸部4力 
所を、ダツチオーブン支持枠に 
のせる。 


ダツチ 
オーブン 
支持枠前足 


必注意 


ダッチオーブン本体の凸部前面を図のよ 
うにダッチオーブンガイドにセットずる 

正しくセットしないと、ダッチオー 
ブン本体び傾いたり、ダッチオーブ 
ン本体を取り出す際にダッチオーブ 
ン支持枠び外れず、持ち上びる場合 
びあります。 

また、ダッチオーブン支持枠び途中 

で外れた場合、 落下し、やけどやけ 
がのおそれがあります。また、床を 
キズつけたりするおそれがあります。/ 

※ダッチオーブン而たのつまみ部び、 
図のよラにまっすぐになるよラにセ 
ットしてください。 


取付穴 



1 . 


グ U ル受け皿 

タッチオーブン 
本体 


つまみ部 

タッチオーブン 
支持枠 

タッチオーブン 
ガイド 


〈手前側〉 



タッチオーブン 
本体 


凸部前面 



凸部前面びダツチ 


オーブンガイドに 


正しくセツトされ 


ていることを確認 


してください。 

ぉ止狼 


& 篡 


ぉ金 



※イラストはわかりやすくするために、グ IJ ルとびらを外したイラストになっています。 


タッチオーブンに関するお願い 


ダツチオーブンを使用する場合は、必ずダツチオーブン支持枠を使用してください。 

^ダ ツチオーブンを 直接 グ IJ ル受け皿に のせる と、 グ U ル受け皿にキズびつさグ U ル受け皿の コーティング 
V (ク U アコート）びはびれる原因となります。 
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タッチオーブンモード 

-タッチオーブンモードは、必ず専用のタッチオーブンをお使いください。 

《ダッチオーブンのセツト方法は日日ページを参照してください。 



『グリルを使う準備』 （4 1ページ） 
をよく読み、準備をする 


グリル燃焼ランプ ー! 

グリル 


グリル操作部(シート） 






/タッチ オーブンは^ 
V まっすぐ置く J 


〇 ダツチオーブン、 
に設定ずる " 

〇選択丰一を約 0.3 秒じ(上押してください。 


© タイ7—設定ずる 



〇巧すたびに、次のよラに切り替わります。 


クリーン 


\ピピピッ/ \ピピピッ （3 回 y がマ 

♦ _I 


〇タイマー設定をします。 


I 分 


\ピ'グ 


巧 



〔押す） 


1分刻みで1〜3□分(最長)に設定でさます。 
※調理中でわ、タイマーの変更は巧能です。 
※連続使用可能時間は3□分です。 
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焼き足したい場合は 


•消火後、グ U ル庫内の温度び高い場合は、選択キーを押しても受け付けないので、マニュアルグ U ル (43 
ページ)上火：強、下火：強で調理してください。 


ダツチオーブンに関するお願い 


予熱せずに使用してください。 

ダツチオーブン使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

グ U ル使用後や、グ U ル庫内の温度び高い場合は、ダツチオーブンモードを受け付けません。 
選択キーを押すとブヴー音『ピピー』と、タイマー表示部 『 H 』 （点滅)でお知らせします。 
しばらく待ってから使用してください。 

ダツチオーブンび重いため、グ U ルとびらび閉まりにくい場合びあります。 

さっちりと奥まで閉めて使用してください。 


逸注意 


0 タッチオーブンモードは必ずタッチオーブンを使用し、グリル焼網を使用した調理はしない 
_ 発乂の原因となります。 


© 点义ずる 


自動で 
义が消える 


〇点火/消乂丰一を押して、点火してください。 


m 分 ♦ダク 村-ブン 
〇クリ-ン 

曰出 I 選ぉ1 



〔押す'^ 


グリル燃焼ランプ 



〇グリルび点乂すると、自動的にグリルタイマーびスタートします。 
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クリーンモード 



『グリルを使う準備』 （4 1ページ） 
をよく読み、準備をする 


グリル燃焼ランプ ー! 

グリル 


グリル操作部(シート） 

グリル 


〇姿焼 

〇強 

〇切身 

〇標準1 

〇干物 

。弱1 

才ート 

焼き! 

にユ- 

加減} 


1 分 わ ダリ巧-ブン 
が リ-ン 


選択 


n 日 減" 11で I なみむ II 憎 I 






» お 

!、 


■■〇 〇 oSm * ( 

00000000 000000 00000000 

*0*0*0 。 

1 1 巧盛 * 

日田。粒1 
麵な銷願/ 


さ 

\ ' 



6 


〇ク y — ンモードに設定ずる 


〇選択丰一を 2 回押してください。 

(1 回目は、約日.3秒じ(上押してください。 


► 


点な 


I 分 i ダが才-ブン 
I 〇クリ- ン 





心秒 m 上^ 
V 巧す J 

\\ピピピッ/ 



(巧す） 

\ピピピッ （3 回 y 




点乂 


消乂 



-サイドカバーとグ U ル焼網を取り外してください。 （59 ページ） 

※取り外さなかった場合、サイドカバーの巧れび焼さついたり、グ U ル焼網のフッ素コートを傷める 
原因になります。 

※サイドカバーとグ U ル焼網は取り外した際に、お手入れされることをおすすめします。 （61 ページ） 
〇押すたびに、次のように切り替わります。 

卜 iT = わ吟 H * B^i 吟 ■剖货涵 

\ピピピッ/ \ピピピッ （3 回 y \ピ^ 

t _ I 
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座注意 


〇 サイドカバーとグリル 焼 網の取り付け、取り外しをするときは、グリルが冷えてか！ 5 行う 
やけどのおそれがあります。 


グリルクリーンモード機能とは 


-セルフク U —ニング加工を施したグ U ル庫内を約]日〜] 2分間のガスの高温加熱でグ U ル庫内の気になる 
においを低減します。 

-ク U —ン f ー ドは、グ U ル庫内のにおいび気になるとさや、グ U ル部のお手入れをされる際にご使用くだ 
さい。 

※においは低減しますび、巧れは除去でさません。また、ちれの程度により、においの低減効果び変わります。 
※グ U ル庫内の巧れなどにより、煙び出ることびありますび、異常ではありません。 


Q 点义ずる 


自動で 
义が消える 


〇点火/消乂丰一を押し、点火してください。 


I 分〇ダ、！/ 村-ブン 
>ク リ-ン 



日出凹 

-瞧瓣 H 


\ピ'グ 


点口 


(押す） 


グリル 燃焼 ランプ 



•約1□〜12分、グ U ルを燃焼します。 

※自動機能のため、グ U ルタイマー時間の変更はでさません。 



自動消乂 

グリル 燃焼 ランプ 



クリーンモードが終了すると 

-グ U ルび十分冷えてから、取り外したグ U ル焼網とサイド 
カバーを取り付けてください。 

(59 ぺージ） 
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電源オートパワーオフ機能時間の変更 
コン□消し忘れ消火機能時間の変更 
レンジフード連動機能の解除-設定 
NEXT サイン機能の解除-設定 


〇電源を入れ、] 0秒 1 W 3 にグリルタイマーの『+』と『一』を、 

3秒じ(上同時押しする。 

※機器を使用していない状態で操作してください。 

〇火力切替丰一を押すたびに、『姿焼』^『強』^『切身』^ 
『標準』^『姿焼』，，，と切り替ゎりますので、下を参考 
に変更したい機能のランプに合わせてください。 


グリル操作部(シート） 



グ 


姿焼 
〇の身 
〇干物 


狂 


>'ツチオ-ブン 
リ-ン 


リル 

。強 I 国叫曼； 

oil 


\ピピピツ / 


時に巧す^ 
、(3秒 m 上) ノ 


※各機能の設定変更を決定するには、電源ボタンを日 FF にするか約3日秒経つと、フヴー音『ピー』で 
お知らせし、表示されている時間に設定されます。 


電源オートパワーオフ機能時間の変更 


〇グ U ルタイマーの『+』 • 『一』で、設定時間を切り替える。 

《]〜5分の間で、 ] 分刻みで設定びでさます。 

例）『2』にすると、電源才ートパワーオフ機能時間は、2分に設定されます。 


ン□消し忘れ消乂機能時間の変更 


〇グリルタイマーの『+』 • 『一』で、設定時間を切り替える。 

※全てのコン□の消し忘れ消火機能時間び変更になります。 

《3日〜] 2日分の間で、]日分刻みで設定びでさます。 

例）『9』にすると、コン□消し忘れ消火機能時間は、9□分に設定されます。 
※コン□消し忘れ消火機能時間を変更した場合は、連続使用可能時間わ変更 
されますので注意してください。ただし、タイマーモード使用時は、タイ 
マー設定時間を優先します。 

例）コン□消し忘れ消火機能時間90分の場合、連続使用可能時間： 90分、高温 
炒めモード使用時60分、タイマー設定可能時間： I 〜99分となります。 


レンジフード連動機能の解除「ぶ」または、設定「〇广，」 


〇グ U ルタイマーの『+』 • 『一』で、解除または、設定を切り替える C 
例）『ぶ』にすると、レンジフード連動機能は、解除されます。 


NEXT サイン機能の解除「•こぶ」または、設定「•二••-，」 


〇グリルタイマーの『+』 • 『一』で、解除または、設定を切り替える。 
例） 『 oF 』 にすると、 NEXT サイン機能は、解除されます。 


リセット機能 


-初期設定(工場出荷時)の設定に戻す機能です。 

〇電源を入れ、]0砂じ(内にちコン□タイマーの 
『+』と『一』を、3秒!;(上同時押しする。 


コン□操作部(シート） 
ちコン □ 


3蘭し 
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\ピツ/ 



\ビブ 

同時に巧す \ 

(3 秒 m 上) ノ 


カスタマイズ機能 

下の機能を設定変更することびでさます。 

-電源才ートパワーオフ機能時間：初期設定(工場出荷時)は、『3分』に設定されています。 

-コン□消し忘れ消火機能時間：初期設定(工場出荷時)は、『12□分』に設定されています。 

-レンジフード連動機能の解除『ぶ』または、設定『む-，』：初期設定(工場出荷時)は、『む-，』に設定されています。 
• NEXT サイン機能の解除『ぶ』または、設定『む -J :初期設定(工場出荷時)は、『む-，』に設定されています。 


雅強鹏 I 

























































お手入れ (その前に) 


r 

逆注意 


〇 

必ず守る 

•お手入れは、ガス检を閉じ、機器が冷えてか5手袋をはめて行う 
とくにグリル排気□の中側(奥側)、グリル庫内をお手入れするときは、十分注意ずる 
やけどや部品の角などでけがをする原因になります。 


V 

-お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認ずる 
乂災の原因になります。 

•機器の電源を r 切」にする 

誤って点乂/消乂ボタン-点乂/消乂キーを押すと、 やけどの原因になりまず。 

J 


各部品びいたんでいないか確認してください。 いたんだまま使用されまずと、思わめ事故の原因となりまず。 

いたんでいる場合は、72ページの交換部品を参照し、部品を交換してください。詳しくは、お買い上げの販売店また 
は、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


お手入れ道具-洗剤について 


使って 

ぶ い 

珍〇 \ 

スポンジたわしやわらかい布やわらかい 台 

歯ブラシ 中' 1 

中！ 

! 巧 

が斤用 
年洗剤 

——ステンレス製の ごとく.—— S 
バーナーキャ ップ カバーのみ 

r©>| ステンレス用 

3 ク U —ナー 

Vg LP 0127 A 
蛙 （73 ぺージ） 

※ステンレス製のごとく•バーナーキャップ 
カバーじ(外には使用しないでください。 


0 

使っては 

いけない 

冷 度 

ナイ□ン と 
たねし K 

クレン 

亀の子 

1 たねし 

ザー 三 

。 ® 珍 

金属^ スポンジ 

臟1 たわし たわし裏面 

:ガキ粉 硬い歯ブラシ 

夺ズの原因になるもの 

※部品.ガラス•ホー □ — • アルミ.フッ素コート- 
ク U アコー トや塗装の表面にキズびつき、 はがれ. 
欠け•変色•変質 • さび-割れの原因になります。 

imi 

為可 

酸性洗剤. シンナー • 

アルカ U 性洗剤- :;;1 ベンジン • 

漂白剤 ^ アルコール 

^_ ^ 

変質の原因になるもの 

※部品•ホー □ — • アルミ.フッ素コート-ク U 
アコートや塗装の表面び変質し、はびれ*変色- 
さび-樹脂部品の割れの原因になります。 

1 歯みびさ粉 

も 

U 

弱酸性洗剤- / __ \ 

弱アルカリ性洗剤- 重曹 

クリームクレンヴー 

重曹 

夺ズ-変質の原因になるちの 

※樹脂部品の割れ-表面の変質•キズ•変色•さ 
びの原因になります。 

1 

綱 

1 

j スプレー式洗剤 

故障の原因になるもの 

※直接かけて使用すると機器内部に洗剤び入り、故 
障の原因になります。必ずやわらかい布やスポン 
ジたわしなどに含ませてから使用してください。 


萬 

1 

可燃性スプレー • 

浸透液-潤滑剤 

乂災の原因になるもの 

※引火するので、絶対に使用しないでください。 


お手入れずるときのお願い 


•ご使用の都度、お手入れしてください。ちれたままにすると巧れびこびり付さ、落ちにくくなります。 

煮こぼれをしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、外れにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐに而さ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 

-バーナーキャップ*ごとく*バーナー U ングカバー*グ U ル排気□カバー*グ U ル部品（グ U ルとびら、グ U 
ル焼網、グ U ル受け皿、サイドカバー)は外せます。それ外の部品は、絶対に取り外さないでください。 


ステンレス製の部品について 


• 品名コードの末尾び OOSTES ( STESD ) のごとくおよびバーナーキャップカバーの材質として、ステンレス 
を採用しています。 

•ステンレスは、その美しさに加えて鐘や腐食に対し優れた特性を備えていますび、反面、炎で熱せられると変 
色し、色調び変化する特性わ持っています。 

•コン□をご使用になると、ごとく、バーナーキャップカバーとも変色しますび、これは異常ではありません。 

-この変色は専用のステンレス用ク IJ ーナー (73 ページ)でお手入れいただくことにより、きれいにすることびでさます。 
(ただし、高温となるごとくの先端部分などは変色び残ります。また、コン□をご使用になると再度変色します。） 
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お手入れ 鄕品の取り付けと取り外し）（コン□部) 


グリル排気□カバー 


-グ U ル排気□カバーをグ U ル排気□の枠に合わせて取り 
付けてください。 




グリ J レ部の取り付けと取り外しは、59〜60ページ参照。 
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◎お手入れは、 ◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分が残5ないようにずる 

. 機器が冷えていることを確認する ◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認する 

-ガス梓を閉める 
•機器の電源を『切』にする 
• 手袋をする 


ーナー丰ヤップ•パーナーリングカバー•ごとく 


バーナー夺ヤップ 


H マー ク 



•バーナー丰ヤップの m 部び、点火プラグの真上にくるように合わせ、浮さ 
びないように取り付けてください。（点火プラグに衝撃をあたえないよう 
(ししてくたさい。） バ ー ナ ー キャップの形状 

※左ちコン□用のバ ■ 


国ナー干 

ヤップには、 『 H 』 マークを 
表示しています。 


点火プラグ 


バーナー リング カバー 


▽マーク 


欠さ部 



バーナー U ング 

▽マークを手前にし、欠さ部(前後2力所)を 
ノ くーナー U ングの凹部(前後2力所)に入れて、 
浮さびないよ5に取り付けてください。 


* 左ちコン □ 


後コン □ 


『 H 』 マーク 




* 左ちコン□の 『 H 』 マークは、ガス種•仕様により、異なります。 


ごと< 


ゴム足 



内側の凸部備後2力所） 
メ部 

欠さ部(前後2力所） 


繼バ -卜 I 」ングヵバ- 

ごとく内側の凸部(前後2力所）を、バーナー 
U ングカノ く一の欠き部(前後2力所)に入れて、 
浮さびないよ5に取り付けてください。 


逆ま意 


〇 

必ず守る 


〇 

必ず守る 


バーナーキャップは正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮さ、裏返しなど)で使用すると、 

-点火しない場合びあります。 

-炎の而ぞろいや逆火で 不完全燃焼-一酸化炭素中毒のおそれや 
変おの原因になります。 

-機器の中に炎びもぐりこんで、 焼損する原因になります。 

- 機器寿命が短くなるおそれがあります。 



パーナーキャップの JK ーナーキャップの 
浮き 裏返し 


ごとくとバーナーリングカバーは、正しく取り付ける 

誤った取り付けかた(浮き、裏返しなど)で使用すると、 鍋の輯倒によるやけど-点义不良-不完全燃焼-変形 
の原因になります。 また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレートに キズがつくおそれがあります。 



〇 

V 必ず守る 


ごとくの浮き ごとくの裏返し ノ（ーナーリングカバーの浮き ノ（ーナーリングカバーの裏返し 

ごとくに取り付けてあるゴム足が外れていないか確認する 

ゴム足び外れていると、 トッププレートのキズやごとくのガタツキの原因になります。 


ノ 


お知らせ 


•バーナーキャップ*バーナー U ンクカバー-ごとくは消耗部品です 0 
バーナーキャップは厚みび薄くなったり、変形すると炎び而ぞろいになります。また、ごとくは、ツメ 
部びグラグラしていたり、ゴム足び外れていると、ごとくのガタツキび発生し、鍋などの転倒の原因に 
なりますので、交換してください。交換部品(有料）として準備しております。 （72 ページ） 

お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
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お手入れ 鄕品の取り付けと取り外し）（グリル部) 



グリル部の取り外しかた 


グ IJ ルスライド枠は取り外せません 


-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引き出す。 
-グ U ル焼網*グ U ル受け皿を持ち上げて取り外す。 

※グ U ル使用直後はグ U ルとびらやグ U ルとびらガラス、 

グ U ル受け皿、グ U ル焼網、グ U ルスライド枠び熱く 
なっていますので注意してください。 

※グ U ル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさないよう 
を意してください。 


グ U ル焼網 


グ U ルとびら 
ガラス 


グ U ルとびら 



グ U ルスライド枠 
グ U ル受け皿 


グリルとび5 


-グ U ルスライド枠とグ U ルとびらを固定している止め 
バネを押し下げ、ちラ片方の手を添えなびら、手前に 
引く。 

※グ U ル焼網をセツトした状態では、グ U ルとびらは 
正しく取り外すことびでさません。 

※グ U ルスライド枠は取り外せません。 


グリルスライド枠 




サイド カバー 


-手前のフックからサイドカバーを取り外す。 
※サイドカバーは、（左）（ち)びあります。 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイドカバー(ち) 
も同様に取り外してください。 
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◎お手入れは、 ◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分が残5ないようにする 

. 機器が冷えていることを確認する ◎部品を取り付けたあとは、スムーズに開閉できることを確認する 

-ガスをを閉める 
•機器の電源を 『切』 にする 
-手袋をする 


グリル部の取り付けかた 


サイド カバー 


①奥のフックに、切り欠さ部を差し込む。 

© 手前のフックに穴部を引つかける。 

※サイドカバーは、（左）（ち）びありますので、 
ま意してください。 

指かかり側に左またはちと表示しています。 
※図は、サイドカバー(左)の場合です。サイド 
カバー(ち)わ同様に取り付けてください。 





グリルとび5 


①グ U ルとびらの溝部に力所）に、グ U 
ルスライド'枠の凸部に力所)を差し込む。 
( D とびらの下部を『カチッ』と音びするま 
で押す。 

※グ U ル焼網を取り付けた状態では、 
グ U ルとびらは正しく取り付けでさ 
ません。 


溝部 
(2 力所) 



グリル受け皿 


-グ U ルスライド枠の凸部(左ち）にグ U ル受 
け皿の角穴び入るように置く。 

《 "手前" と表示している方をグ U ルとびら側 
にしてください。 



グ U ルとびら 


こ、 口部 
グ U ルスライド枠 


グリル焼網 


-グ U ル受け皿の角穴 (4 力所）にグ U ル焼網の凸部 
(4 力所)を差し込む。 

※"手前" と表示している方をグ U ルとびら側にして 
ください。 




グ U ルとびらび閉まりにくい場合は、サイドカバー、グ U ルとびら、グ U ル受け皿、グ U ル焼網び正しく取り付けさ 
れていません。そのまま押し込むと、変形の原因になりますので、再度さっちりと取り付けてください。 


60 















































お手入れ 


ッププレート 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布 
などのやわらかい物で而さ取ったあと、洗剤や 
水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取っ 
てください。 

※表面についた煮こぼれなどのミちれをそのままにしておくと、こびりついて 
取れにくくなり、シミび残ることびあります。 

使用のたびにこまめに而さ取ってください。 

とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐに而さ取ってください。 

焼さついて掃除び困難になります。 



機器表面-操作部-赤外線発信部(電源ランプ-グリル燃焼ランプ部) 



• 乾いた布でよく而いてください。 


取れに<い巧れのとさ 


-台所用中性洗剤を含ませた布で而き取ったあと、洗剤や水分び残らないよう、 
乾いた布で再度而さ取ってください。 

※グ U ルとびら取っ手には、特殊塗装を施していますび、万一表面の塗装び 
はがれても使用上問題はありません。 


-ナー部 


バーナー キャップ 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や水分び残らないよう、乾いた布で再度而 
さ取ってください。 

•水洗い徽ま、よく水気を切ってください。 

※水分び残ったまま取り付けると、 点乂不良や不完全燃焼になります。 

※ステンレス仕様のバーナーキャップカバー (4 ページ)び変色した場合のお手入れは、専用のステンレス用クリーナー (73 
ページ)をやわらかい布やスポンジ、丸めたラップに含ませてこすり、而き取ってください。ステンレス用クリーナーび 
バーナーキャップ本体に付いた場合は、すぐに水洗いしてください。そのままにしますとバーナーキャップ本体の腐食 
や変色、炎□づまりの原因になります。（ごとくを同様にしてください。） 


目づまりしたときは 


-凹部や溝部は、やわらかい歯ブラシなどでお手入れしてください。 
こびり付いた巧れは、つまよラじなどで取り除いてください。 

※目づまりや巧れは、 不完全燃焼や点乂不良の原因になりまず。 



やわらかい 

歯ブラシ 


点乂プラグ-立消えち全装置-温度センサー 


-水を含ませて、かたくしぼった布で煮こぼれなどの巧れを而さ取ったあと、 
水分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※洗剤などは使用しないでください。 

※点火プラグ*立消え安全装置-温度センサーはキズつけたり、衝撃をあた 
えないようにしてください。位置び変わったり、傾くと安全機能び正しく 
はたらかないおそれびあります。 


立消え安全装置 


温度センサー 



上下にスムーズに^ 
くことを確認 イ 


〇 

必ず守る 


必注意 


温度センサーは、こまめにお手入れし、上下にスムーズに動くことを確認ずる 

鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び 発乂する場含があります。 

また、動さび悪いと鍋などび傾さ、お湯などびこぼれ、 やけどの原因にもなります。 
密着しない場合、点検•修理を依頼してください。 


67 



































































◎お手入れは、 

-機器が冷えていることを確認する 
-ガスをを閉める 
•機器の電源を『切』にする 
-手袋をずる 


◎お手入れをしたあとは、洗剤や水分が残5ないようにする 
◎部品を取り付けたあとは、傾きがないことを確認ずる 


ごとく -グリル排気ロカバー-バーナーリングカバー 


ぶ 



ごとく -グリル排気□カバー 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や水 
分び残らないよう、乾いた布で再度而さ取ってください。 

※巧れびついたまま使用すると、ちれび落ちにくくなります。 

《ごとくのゴム足び外れていないか確認してください。 

外れている場合は、己8ぺージ(お知らせ)を参照してください。 

※ステンレス仕様のごとく （4 ページ)び変色した場合のお手入れは、専用のステン 
レス用ク U —ナー (73 ページ)を使用してください。（ステンレス用ク U —ナー 
でのお手入れのしかたは、61ページ(バーナー部)を参照してください。） 


取れにくい巧れのとき 


台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び残らないよラ、乾いた布 
で而さ取ってください。 


煮洗いすると、さ5に巧れが落としやすくなります 


-水を入れた大さめの鍋に、ごとくやグ U ル排気□カバー 
を入れ、約3□分加熱し、冷ましてから水洗いして、水気 
を而さ取ってください D 

※表面び変色することびありますび、使用上問題ありません。 
※取り出すときは、 やけどなどに注意してください。 



バーナー リング カバー 


-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や水分び残らないよラ、 
乾いた布で再度而さ取ってください。 

※巧れびついたまま使用すると、巧れび落ちにくくなります。 


取れにくい巧れのとき 


台所用中性洗剤で丸洗いしたあと、洗剤や水分び残らないよラ、乾いた布で而き取ってください。 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5 • サイドカバー-グリルスライド枠-グリル庫内 


グリル焼網-グリル受け皿-グリルとび5-サイドカバー-グリルスライド枠 


•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物で而さ取ったあと、洗剤や水分び残らないよう、 
乾いた布で再度而さ取ってください。 

※巧れたまま放置したり、使用したりすると、ミちれびとれにくくなり、シミび残ったり、フッ素コート（グ U ル焼網） 
やク U アコート（グリル受け皿)のはく離の原因になったり、脂巧れ で発乂することがあります。 


グリル庫巧（側部•底部） 


-台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジでふさ取ったあと、洗剤や水分 
び残らないよう、乾いた布で再度ふさ取ってください。 

※グリル庫内天井部の燃焼部(上乂バーナー)には触らないでください。炎 □ 
びつまり燃焼不良、途中消火の原因になります。また、側部の燃焼部(下 
乂バーナー)の奥には、立消え安全装置と点乂プラグ、奥の壁部分にはグ 
リル過熱防止センサーび取り付けてあるので触らないでください。位置 
び変わつたり、傾くと安全機能び正しくはたらかないおそれびあります。 



ヴリル過熱 
防止センサー 

お手入れできる部分 
(グレー着色部） 


ダッチオーブン(付属品もしくは別売品)のお手入れ 


_ タッナオーゾノ。、た • タッチオーノソ本体 _ 

-ダッチオーブンび十分冷えてから、お手入れを行ってください。 

•台所用中性洗剤を含ませたスポンジで丸洗いしてください。その後、洗剤や水分び残らないよう、乾いた布で而さ 
取ってください。 

※金属たわしなどは、細かなキズび付さ巧れびこびり付さやすくなるので、使わないでください。 

C _ グッチオーブン網-ダッチオーブン支持枠 _ ] 

-台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを而さ取ったあと、洗剤や水分び残らないよう、乾いた布で再度而 
さ取ってください。 

C _ 取れにくい巧れのとき _ ] 

•スポンジやナイ□ンたわしに台所用中性洗剤をつけて洗ったあと、洗剤や水分び残らないよう、乾いた布でふき取ってください。 


調理プレート(別売品)のお手入れについては、調理プレートクッキングブックを参照してください。 
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よくあるご質問の 


rC 


とくにをいご質巧です 




電源が入5ない 
電源ランプが点滅している 


勝手に乂が小さくなったり、 
乂が消えたりずる 


あぶり高温炒めモードを使用 
しているのに、勝手に乂が小 
さ<なったり、乂が消えたり 
ずる 


回答 

参照 

ぺージ 

乾電池が消耗しているためでず。 

乾電池を交換してください。 

乾電池を交換する(電源ランプ点滅)めやすは約]年です。 

21 

安/こぃ安全機能がはた5いているためでず。 

自動的に火力を調節したり、自動消乂し、高温になり過 
ざることを防止します。 

19 

安/こぃ安全機能がはた5いているためでず。 

温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するために、温 
度センサーの温度び上びりすざると、自動的に火力を調 
節したり、自動消火します。 

また、約60分間(高温で自動乂力調節している状態の場 
合は約30分間)連続使用すると、消し忘れ消乂機能びは 
たらさ自動消乂します。 

39 




点乂すると他のバーナーら、^ 
スパーク(パチパチ)ずる r 


点乂しない 


^ ご質問の詳細 ) 

①点乂しない 
◎ 点乂しにくい 



③スパーク （パチパチ）しない 


@点乂してもずぐ消える 


詳細の 

番号 

回答 

参照 

ぺージ 


1力所の点火操作ですベてのノ くーナーびスノ（ークします。 

~ 異常ではありません。 

— 


乾電池び消耗しています。 

新しいアルカ U 乾電池(単1形： 2個)に交換してください。 

21 

の@バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていないか 
◎@確認し、正しく取り付けてください。 

15-57 

アル S はく製しる受けはご使用でさません。 

使用しないでください。 

10 

の (§) バーナーの炎□びつまっていたり、点火プラグ、立消え安 
X 全装置、バーナーキャップびめれたり、巧れたりしている 
® と、点火しない場合びあります。お手入れしてください。 

61 

ガス栓を閉めていると点火でさません。 

ガス栓を全開にしてください。 

26-41 

LP ガスをご使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 
とさは、お買い上げの販売店または、わよりのガス事 
業者(供給業者)にお問い合わせください。 

— 

長期間使用していなかったり、朝一番など、ガス配管 
に空気び残っている場合びありますので、点火操作を 
繰り返してください。 

— 

鍋を置いてください。鍋を置かないと点火しません。 

20-26 

鍋底のへこみび大さな (4 mmL ^( 上)鍋を使用しますと、 
温度センサーび正しく密着しません。 

底びへこんでいない鍋を使用してください。 

6*10 

電源び入っているか確認してください。 

電源を入れないとすべての操作を受け付けません。 

己 -26 • 
41 

□ックされていると点火できません。 

□ックを解除してください。 

26 

^ グリルはコン□にくらべて点火に時間びかかります。 

^ 異常ではありません。 

— 

温度センサーび高温になり、安/こぃ安全機能びはたら 
^ いています。温度センサーの温度び下びるまで、点火 
W してわすぐ消火します。しばらく（グ U ルは約3分)待 
ってから、再度点火してください。 

— 
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炎の状態がおかしい 

< ご質問の詳細 ) 

© 炎が安定しない 

@炎が黄色い、赤い 

@異常音をたてて 
燃える、消える 

@炎が均一でない 

© 使用中炎が消える 

© 鍋にずすがつ< 


ずぐに消乂しない 


強乂になったとき、 
一瞬炎が大をくなる 


複数のバーナーを連続で操 
作ずると、操作された順番 
と動作ずる順番が異なる 


電源が入りにくい 
(または入!5なし、） 


電源が入っていないのに、 
乂力表示ランプが点滅ずる 


コン□-グリル操作部の 
パネル部が開いた 


部品が変色ずる 
トッププレートに夺ズが付く 

[ ^ご質問の詳細 ） 


© 表面が変色ずる 

◎ ごとくが変色する 

〇パーナーキャップが変色する 

@トッププレートに光沢、 

跡、すりキズが付く 


バーナーの炎□びつまっていたり、点火プラグ、立消え安 
©◎ 全装置、バーナーキャップびめれたり、巧れたりしている 
③感と、点火しない場合びあります。お手入れしてください。 

61 

©◎ バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしていないか 
確認し、正しく取り付けてください。 

15-57 

の@風び吹さ込んだり、扇風機や;令暖房機器の風びあたる 
◎@場所には設置しないでください。風で火び消える場合 
© びあります。 

12-15 

◎@アルミはく製しる受けはご使用できません。 

⑤©使用しないでください。 

10 

◎⑤使用中は換気してください。 

12 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃え 
て炎びホくなることびあります。異常ではありません。 

— 

グ U ル使用時にコン□を使用すると、焼さわのの塩分 
◎ (ナト U ウム）やカルシウムび燃えて、コン□の炎も 
ホくなります。異常ではありません。 

— 

火力調節時に一瞬炎び黄色くなったり大さ < なる場合 
びあります。異常ではありません。 

— 

弱火の状態で、機器下のキャビネットとびらやグ IJ ル 
© とびらをはやく開閉すると、消火する場合びあります 
のでゆっくり開閉してください。 

17 

バーナー内部に残ったガスび燃焼しているためです。 

■ 異常ではありません。 

— 

ノ くーナー内のガスび一度に出されるためです。 
異常ではありません。 

— 

機器で動作する順番を設定しています。 
異常ではありません。 

— 

お手入れなどで誤って電源ボタンに触れてち電源び入 
- らないようにしています。他のボタンより長く(約日.3秒） 
巧してください。 

已 *26 • 
41 

鍋などを置さっぱなしにすると、鍋を長時間置いてい 
- るのか、温度センサーび故障しているのかを判断する 
ため、自動的にセンサーチェックをします。 

20 

強い力び加わるとパネル部び左ちまたは下に開く構造にな 
- っており、故障ではありません。パネル部を元の位置に戻 
し、すさ間びでさないよラに、強く押し込んでください。 

— 

酸性やアルカ IJ 性洗剤は使用しないでください。中性洗 
剤仪外の洗斉临ご使用になると、変色する場合びあります。 

己6 

ごとくに取り付けてあるゴム足は、変色することびあ 
りますび、ご使用上問題ありません。 

— 

ごとく先端は、炎び当たり、変色したり、ざらざらに 
なります。異常ではありません。 

◎③※品名コードの末尾び00 STES ( STESD ) のごとく • 
バーナーキャップカバーには、スてンレス用ク IJ 一 
ナーを使用してください。 

— 

トッププレートのごとく•バーナー U ングカバーを取 
り付けている場所に、光ミ尺、跡、すりキズなどび付く 
ことびありますび、ご使用上問題ありません。 

17 

^ ごとくのゴム足び外れていないか確認してください。 

外れている場合は、己8ページ（お知らせ）を参照して 
ください。 

58 
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よくあるご質問 @ 




点义/消乂ボタンか5手を放し、^ 
てもスパーク(パチパチ)する r 


詳細の 

番号 

回答 

参照 

ぺージ 


楽々点火方式で、点火/消火ボタンから手を放してわ 
スノ くークび続きます。(最長約己秒）異常ではありません。 

— 



焼網が使えない 



焼さなすやちちはグ U ルで調理してください。 

グ U ルに入らない大さななすやパプ U 力などは、フォ 
ークや金串に刺しあぶり高温炒めモードを使用し、コ 
ン□上で直乂料理(あぶりわの）してください。 


39 


コン□使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

© 調理中に消乂する 

◎ 油が高温になっていても 
自動消乂しない 

@点乂してもすぐ消える 

@自動で乂力が変わる 

⑤乂力を調節してら変わ5 
なかったり、欲しい乂力 
にな!5ない 

© 鍋底がひどく焦ばついて 
消乂する 

◎ 弱乂になって1分後に 
^消乂する 



鍋の形状や材質び適しているか確認してください。 

25 

鍋底び温度センサーと密着していることを確認してください。 

6*10 

鍋底や温度センサーび巧れていないか確認し、巧れて 
いる場合はお手入れしてください。 

温度センサーび高温になり、安/こぃ安全機能びはたら 
いています。温度センサーの温度び下びるまで点火し 
てわすぐ消火します。 

しばらく待ってから再度点火してください。 

19 

焦げつさ自動消火機能は、鍋の材質や調理により焦げ 
つさの程度びかわります。 

ホー□-製の鍋や、カレー.シチュ ー• カラメル•み 
そなどの水分び少ない料理は焦げやすくなります。弱 
火でときどきかき混ぜなびら調理してください。 

鍋底び焦げついていないか確認してください。 

焦げつさや空ださの場合、焦げつさ自動消火機能びは 
たらいて、自動的に消火します。 

コン□タイマーび終了すると自動的に消火します。 

再度点火してください。 

29 

点火後約] 2日分(高温で自動的に火力調節している場 
合は約3□分)で自動消火し、消し忘れを防ぎます。 

19 

弱火の状態で、機器下のキャビネットとびらやグ U ル 
とびらをはやく開閉すると、消火する場合びあります 
①のでゆっくり開閉してください。 

17 

冷凍した調理物をそのまま調理した場合、調理中に消火 
することびありますので、解凍してから調理してください。 

— 

無水鍋や多層鍋、±鍋や耐熱ガラス容器、圧力鍋を使 
用すると、まれに焦げつさ自動消火機能びはたらさ、 
調理中に消火することびあります。 

25 

^ 後コン□は、鍋を置かずに点火した場合、しばらくす 
^ ると消火します。鍋を置いて再度点火してください。 

— 

鍋の温度び高温になると、過熱防止のため自動的に乂 
力を切り替えます D 

弱火と強火を繰り返し、この状態び約3日分続くと自 
動消火します。 

弱火になると支障のある調理の場合は、あぶり高温炒 
めキーを押すと、高温での調理びでさます。 

19 

39 

® 調理中にフライノくンや鍋を持ち上げると、弱火になります。 

弱火になると支障のある調理の場合は、あぶり高温炒 
めキーを押すと、高温での調理びでさます。 

20 

39 

鍋を戻すと、安全のため、火力を段階的に戻します。 
異常ではありません。 

20 

^ 火力微調節状態では、火力の変化び小さい(変化しない)と 
@ ころびあります。火力び変化する位置まで回してください。 

27 
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詳細の 

番号 


回答 


参照 

ぺージ 




炊飯モードで上手に炊飯が 
でさない 

X ご質問の詳細 ） 

①ふさこぼれる 

◎ ごはんがかたい 

@ごはんがやね5かい 

@ごはんが焦げる 

© 誤って途中で 
消乂してしまった 



鍋び炊飯に適しているか確認してください。 

25 - 36 

①©鍋底び温度センサーと密着していることを確認してく 

◎@ださい。 

6.10. 

36 

お米の量や水量を正しく計量してください。 

35 

のの^よく洗米してください。 

^ 無洗米を使用する場合は、1〜2回洗米し、3%ぐらい多 
W めに水をいれて、必ず浸しおきをして炊飯してください。 

36 

銘柄や産地、保存期間により炊きあびりのかたさや粘 
り、食味び変わります。 

— 

洗米したあと必ず3日分上侈場は1時間程度)、水に 
浸してください。 

35 

^ 炊飯途中に而たを開けると、うまく炊けない場合びあ 
^ ります。 

38 

消火したあと、約1日分むらしび必要です。 

むらしをしないとうまく炊さあびりません。 

^ むらし後、ごはんをほぐしなびら底からかき混ぜると、 

W 余分な水分びとび、ごはんびおいしくなります。 

@ 炊きこみごはんは、白米にくらべ焦げやすくなります。 

35 

わラー度炊飯 f ー ドで炊いてください。 

水分び少ない状態で再点火した場合は、やわらかくな 
© る場合や、焦げつきび強くなったり、おび残る場合び 
あります。（おかゆの場合は、自動では炊けません。 

様テを見なびら弱火で炊いてください。） 

37 
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よくあるご質問⑤ 




^ 回答 3 


点乂/消乂夺一か5手を放 
してらスパーク（ノくチパチ） 
する 


グリル使用時の現象 

X ご質問の詳細 ） 

© 焼けすざる 
◎ 焼け足りない 

③ 焼きムラ 

④ 煙が出る 

⑤ オートメニューを受け付けない 
© 乂力が変わる 

( Z ) 乂力が変わ!5ない 
@調理中に消乂ずる 




楽々点火方式で、点火/消火キーから手を放してわス 
パークび続さます。（最長約7秒）異常ではありません。 


II グ U ルとびらは確実に閉めてください。 

41 

の尚調理物の数や形状に合わせて、置さかたを調節してく 
^ださい。 

42-47 

•48 

調理物に合った火力に調節してください。 

— 

◎◎グ U J レ排気□カノ く一を正しく取り付けてください。 

57 

^ みそ震けやかす漬けの魚を焼くときは、みそやかすは 
U 取ってから焼いてください。 

42-48 

^ 冷凍の魚は、しっかりと解凍し、冷蔵の魚は、常温で 
^ しばらく置いてください。 

17-42 

脂の多い魚などを焼くと煙び多く出るため、グ U ル排 
気(外からわ煙び出る場合びあります。 
異常ではありません。 

44 

初めてグ U ルを使ラとさは、煙やにおいび出る場合び 
^ ありますび、グ U ル庫内の金属部品に残った加工油に 
W よるもので、異常ではありません。 

42 

グ U ル庫内やグ U ル受け皿びミちれていないか確認し、 

お手入れしてください。 

残った調理物などび焦げて、煙やにおいび出る場合び 
あ0ます。 

61 

連続焼さなどでグ U j レ庫内の温度び高くなりすざると、 
オートグ U ル f ー ドは受け付けません。マニュアルグ 
^ U ルは受け付けますび、過熱防止センサーびはたらき、 

@ 設定したタイマー時間より短い時間で消火することび 
あります。グ U ル庫内び冷めるまで(約3分)待ってか 
ら使用してください。 

46 

^ オートグ U ル f ー ド使用時は、火力を自動的に切り誓 
^ えます。異常ではありません。 

— 

ダッチオーブンモード使用時は、点乂してから乂力切替 
© の操作を行っても操作は受け付けますび、最長約8分間 
は乂力は切り替わりません。 

— 

グ U ルタイマーび終了すると自動的に消火します。 

再度点火してください。 

43-45 

® 連続の使用などでグ U ル庫内び高温になっている場合 

は、グ U ル庫内び冷めるまで(約3分)待ってから使用 
してください。 

19.44 


グリルの点乂操作を受け 
付けない 



点乂不良び数回続<と安全機能び作動し、前回の点火 
-操作から約1日秒間は受け付けません。 

しばらく待ってから、再度点火操作してください。 


グリル使用中に、魚など 
の脂の「パチパチ•ジュー 
ジュー」とはねる音がずる 


魚などに含まれている水分び油と接触して、蒸発する 
音です。 

異常ではありません。 
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詳細の 

番号 


回答 


参照 

ぺージ 





乾電池を交換しても電源 


乾電池に記載されてしぶ使用推奨期限を確認してください。 
未使用の乾電池でわ、ちくなった乾電池は消耗してい 

21 

ランプが点滅ずる 

r 

ますので、新しいアルカ U 乾電池（単]形： 2個）に交 
換してください。 




※対応しているレンジフードフアンとの組み合わせび必要です。 
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グ U j レ過熱防止センサーの故障 
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もコン □ 


後コン □ 


天ぷら油過熱防止機能の作動 
焦げつさ自動消火機能の作動 


グリル 


グ U j レ過熱防止センサーの作動 


ブザーが 
鳴り続ける 

が-/ 

約10秒、 
I 連続/ 


晒 HI 
陌陌 




国 


左コン □ 


ちコン □ 


後コン □ 


グリル 


コン□-グリル 


電子部品の故障 


阻 


m 


左コン □ 


ちコン □ 


鍋なし検知センサーチェック 


ブザー報知.お知らせ表示 


ブザー音 表示 （10 回点滅) 


が-/ 

(1 回） 


就 


電源ランプ 


^叫※電池交換するまで 
点滅び続さます 


コン □ 


左ちコン □ 


左ちコン □ 


グリル 


消し忘れ消火機能の作動 


あぶり高温炒めモード終了 


コン□タイマー終了 


グ U ルタイマー終了 


電池交換のお知らせ 


欄 


ra 


グリル 


グ U ル庫内の高温検知 


左コン □ 


が-/ 

に卽 


陌 


ちコン □ 


後コン □ 


立消え安全装置の作動 


グリル 


左コン □ 


が-/ 

(3 回） 




ちコン □ 


後コン □ 


点乂時に着火しなかった 


グリル 



つ 


吵 〇〇一 



左ちコン □ 


鍋なし検知タイマーの作動 


国田国面国 


000 0 
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東 2パターンの表示び交互に点滅します。 
























































処置と再使用時のを意 

参照ページ 

点火後、約 1 2□分間連続使用した場合など。 

] ン□は点乂 /消乂ボタンを「消乂の状態」に戻してください。 
続けて使用する場合は、十分換気をしてから、再度点火 
してください。 

グ U ルは続けて使用する場合、しばらく（約3分)待ってか 
ら再度点火してください。 

19 

設定後、約6□分間連続使用した場合など。 

タイマー設定時間び終了したとさ。 

29 

43 -45-51 

乾電池の消耗。 

乾電池を交換してください。 

21 

オートグ U ルモード、タッチオーブンモード 
使用時にグ U ル庫内の温度び高い場合など。 

しばらく（約3分)待ってから再度設定するか、マニュアル 
グ U ルを使用してください。 

43 

炎の而さ消え-煮こぼれした場合など。 

] ン□は点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻してください。 
続けて使用する場合は、十分換気をしてから、再度点火 
してください。 

グ U ルは続けて使用する場合、しばらく（約3分)待ってか 
ら再度点火してください。 

19 

炎の而さ消えなど。 

炎の而さ消え-点火しなかった場合など。 

点火後に鍋などを上げた状態び約1分続いた 
場合など。 

鍋などをのせてから、再度点火してくさい。 

20 

調理油の過熱-焦げつさ*消し忘れによる 
過熱-空焼さなど。 

点火/消火ボタンを「消火の状態」に戻してください。 

続けて使用する場合は、十分換気をしてから、再度点火 
してください。 

19 

グ U ルの空焼さ-消し忘れ-調理物び少な 
い場合-連続して使用した場合など。 

消乂してすぐ（グ U j レ過熱防止センサーび高温のままの状 
態)は、点火してもすぐに消火します。 

しばらく（約3分)待ってから再度点火してください。 

鍋などを長時間置いた場合か温度センサー 
の故障。 

鍋などを一旦上げてください。 

ブヴー報知び止まらない場合は、点検び必要です。お買 
い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照）にお問 
い合わせください。 

20 

部品び故障しています。 

ちネ黄び必要です。 

使用をやめ（コン□は点火/消火ボタンを「消火の状態」に 
戻し）、ガス栓を閉じ、お買い上げの販売店または、弊社 
(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 

— 
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イ±様 • アフターヴービス 


仕様 


品 




名 

ガスビルトインコン □ 

トッ 

プ 

プ 

レ 

— 卜 

6日 cm 幅 

7己 cm 幅 

型 


式 


名 

C3WL1PWA 

C3WL2PWA 

点 

乂 


方 

式 

連続スパーク点火 

ち <こ、 

- 

ち 

全 

機能 

-立消え安全装置 1 

•電源オートパワーオフ機能全バーナ ー) 

•□ック機能 J 

-焦げつさ自動消乂機能 1 

-天ぷら油過熱防止機能 > (コン□バーナー） 

-コン□消し忘れ消乂機能 J 

. 鍋なし検知機能 （左ちノ（ーナー） 

.グ1」ル過熱防止センサー^ 

•グ U ル消し忘れ消乂機能/作^ルハ八^ 

付 


属 


品 

-取扱説明書(保証書付）-工事説明書-クッキングブック 
-アルカ U 乾電池(単1形： 2個）-ダッチオーブン（同こんタイプのみ） 

が 

お 


寸 

法 

高さ 264 mm X 幅日 98 mm X 奥行 492 mm 
(トッププレート幅 592 mm ) 

高さ 264 mm X 幅己 98 mm X 奥行 492 mm 
(トッププレート幅 737 mm ) 

質 量 

27kg (本体） 4.5kg (ダッチオーブン） 

28kg (本倘 4.5kg (ダッチオーブン） 


使用 ガス 

使用ガス グループ 

1 時間当たりのガス消費量 kW 

ガス接続 

個別ガス消費量 

全点乂時 
ガス消費量 

左もコン □ 

後コン □ 

グ U ル 

都市ガス用 

13 A 

12 A 

4.20 

13,610 kcal/hl 

3.90 

位 3 已日 kcal/h} 

1.28 

11,100 kcal/ht 

1.20 

11,030 kcal/ht 

2.21 

11,900 kcal/ht 

2.06 

11,770 kcal/ht 

10.6 

19,100 kcal/hl 

9.86 

18,480 kcal/ht 

Rcl/2 
(メネジ） 

L P ガス 用 

4.20 

に .3 日 Ikg/h} 

1.28 

に . 日 92k 呂 /h} 

2.28 

に .1 目 3k 呂 /h} 

10.6 

に .7 日 7k 呂 /h} 


※本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承ください。 


アフターサービス 


サービスのお申し込み 


-『よくあるご質問』 （63 ページ)、『ブヴー報知-お知ら 
せ表示』 （69 ページ)を見て、ちラー度確認してください。 
•確認のうえ、それでも不都合な場合あるいは、ご不明 
な場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、 
ガス事業者(供給業者)または、弊社(裏表紙連絡先参照） 
にお問い合わせください。なお、連絡されるとさは、 
ち記のことをお知らせください。 


1. 品名：ガスビ J レトインコン □ 

2. 型式名-品名コード：電池ケースふた裏面 
に貼付の銘板をご覧ください。 （8 ページ） 

3. 故障または異常の内容にきるだけ詳しく） 

4. ご住所-お名前-電話番号-道順 
(でさるだけ詳しく） 


お居をれる場合 


ガスには都市ガス(数種類)および LP ガスの区分がありまず。 

-ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種 
類を確認のうえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者(供給業者)にお問い合わせください。 
この場合、調整-改造に要する費用は保証期間中でわ有料となります。 

-この機器は] 3A(12A) • LP ガスのみの仕様です。他のガス種には調整-改造できません。 


保証書 


取扱説明書の74ページが保証書になっていまず。 

-保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間-一定条件のもとに修理いたします。保証書を 
紛失されますと、無料修理期間内であっても修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 

-無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わ 
せください。修理によって性能び維持できる場合は修理馆料)いたします。 


補修用性能部品の保有期囲 


• この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後已年間です。 
ただし、保有期間経過後であっても補修用性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 
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交換部品 


(お客さまにて取り替え可能な部品) 


下記の部品(有料)は、お客さまご自身にてお取り替え 
していただくことびでさます。お求めの場合は、イン 
夕ーネットの販売サイト （ http :// ec . harman . co . jp /)、 
01 20-38-8] 80(電話料金無料）、お買い上げの販 
売店にお問い合わせください。 


交換部品や便利グッズがご購入でをまず。 


詳しくは►け http://ec.harman.co.Jp/ 


部品がいたんだり、巧れが落ちにくくなってきた5、お早めに交換してくださし、。 


名 称 

お げ 

現金標準価格：税込 

正 

巧品コード 

ごとく（大）※ゴム足付 
(左ちコン□用） 


¥2,62己（本体価格¥2|已日日） 

ホ—□— 

DW 4 E 1 2124106 


¥3,570 (本体価格¥3|4日日） 

ステンレス 

DW 4 E 1 2106100 

ごとく（ル）※ゴム足付 
(後コン□用） 


¥2,520 (本体価格¥2|4日日） 

ホ—□— 

DW 4 E 1 2125103 


¥3,2己己（本体価格¥3|1日日） 

ステンレス 

DW 4 E 1 2115108 

ノ くーナーキャップ(大） 

(左ちコン 13 A 用 


¥1,575 (本体価格¥1|日日 0) 

ホ—□— 

DW 4 E 32007200 

¥2,310 (本側格¥2,2日日） 

ステンレス 

DW 4 E 32013109 

バーナーキャップ(大） 
(左ちコン□用） LP 用 


¥1,575 (本体雖¥1|日日 0) 

ホ—□— 

DW 4 E 32005206 

¥2,3]日（本側格¥2|2日日） 

ステンレス 

DW 4 E 32012102 

ノ くーナーキャップ(ル） 

(後コン□用） 


¥1,050 (本体価格¥1,日日日） 

ホ—□— 

DW 1 F 320187103 

¥ 1,890 (本体雖¥ 1 ,800) 

ステンレス 

DW 3 E 320140107 

バーナー IJ ングカバー(大） 
(左ちコン□用） 

◎ 

¥ 840 80 0) 

ブラック 

DW 3 M 120260303 

シルバ- 

DW 3 M 120260107 

バーナー IJ ングカバー(ル） 
(後コン□用） 

◎ 

¥ 735 (* rV 00) 

ブラック 

DW 3 M 120270308 

シルバ- 

DW 3 M 120270102 

グ U ル排気□カバー 


¥ 788 (本体価格¥ 750) 

ホ—□— 

□ W 3 C 12日日50109 

¥ 1,890 (本体雖¥ 1 ,800) 

ク□ムメッキ 

□ W 3 C 12005日305 

グ U ル焼網 

奮 

V にっっ■- 本体価格 ^ 

¥己，/7己 ^ V 5,500； 

DW 2 T 33049105 

グ U ル受け皿 


じつ广 本体価格 \ 

¥3,67己^ V 3.500； 

DW 2 T 33048108 

サイドカバー(左） 


¥ 630 ^ ¥ 600； 

DW 2 T 33058005 

サイドカバー(ち） 


V 。っ〇 本体価格 

¥ 630 ^ ¥ 600； 

DW 2 T 33060004 

ダッチオーブン而た 

の 

WO poi ^ 本体価格 \ 
¥6,82己！^ ¥6,500； 

DW 2 T 65014100 

タッチオーブン本体 

が 

¥8,925 CT 品。 0) 

DW 2 T 65013103 

ダッチオーブン網 


¥ 840 (*な¥*%0) 

DW 2 T 65015009 

ダッチオーブン支持枠 


W -1 にっ 1- /本体価格 \ 

¥1.575 [ ¥1，5日日； 

DW 2 T 65016006 

レシピカードセット 


¥1，260 [ VI ,200； 

DW 2 T 65008103 


S 日 11 年 10 月現在の価格です。価格•仕欄ま、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 
上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
乾電池は電気店などでお買い求め<ださい。 

※イラストは参考です。 

詳しくは『各部のなまえ』 （3 〜4ページ)、ダツチオーブンについては、49ページを参照してください。 
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別売部品 


• お買い上げの販売店または、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 


名 称 

お が 

現金標準価格：税込 

部品コード 

タッチオーブンセット 

-ダッチオーブンふた 
-ダッチオーブン網 
-ダッチオーブン本体 
-ダッチオーブン支持枠 
-レシピカードセット 
-鍋つかみ 


冷 

除^^ 
^谷 

\/ . —— 7'-〇 i 本体価格 ^ 

¥15,750 \ ¥15, 日日り 

DP 0127 

グ U ルでダッチオーブン 
] 日日メニュー 



VI 广つに 本体価格 \ 

¥1.575 ^ ¥1，5日り 

LP 0302 A 

調理 プレートセット 

-調理プレート 
-ホルダー 
-調理プレート 
クッキングブック 


た 

ジ 

VQQOn 本体価格 ^ 

¥3,990 ¥3,8 日り 

LP 0132 

ステンレス用ク U —ナー 


禽 

i 

(1 本） 

W 本体価格 ^ 

¥1.050 ^ ¥1,000； 

LP 0127 A 
(1 本） 

4 

1 

1 

(6 本セット） 

¥6,30日(*^*^〇〇〇) 

LP 0127 
(6 本セット） 

炊飯専用鍋 (3 合） 


¥4.41。 （ホ 体 ¥*4 格2。。） 

LP 0134 

炊飯専用鍋 (5 合） 



¥5,460 (本ち 面 も。。) 

LP 0135 


S 日11年10月現在の価格です。価格•仕權ま、予告なく変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 
上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、弊社(裏表紙連絡先参照)にお問い合わせください。 
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保証書 


ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でさない場合には、弊社にご相談ください。 
本書は日本国内においてのみ有効です 。 (This warranty is valid only in Japan .) 

本書は再発行致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 

保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 


r 




保証書 

品 

名 

ガスビ J レトインコン □ 


このたびは当社製品をお買上げいたださましてありびとうございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体 
び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を行ラことを約束するものです。 

料修理ち見を、 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、弊社び無料 
修理致します。 

2. 保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、弊社にご依頼のうえ、本書をご提示ください。なお、 
離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 


(イ）住宅用途外（業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用になられた場合による故障および損傷。 

(□) 車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示する方法！;(外の工事設計または取付工事などび原因で生じた不具合、故障および損傷。 
(二）お買い上げ後、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建築躯体の変形など住宅部品本体！;(外の不具合に起因する機器の不具合および塗装の退色、メツキの軽微な傷、鐘など設計 
仕様の範囲内の感覚的な現象の場合。 

(へ）適切な使用、維持管理を行わなかった場合および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格外のガス（ガスグループ）および電気（指定外の電池含む）で使用された場合。 

( U ) 乂災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水害-煤煙-異常気象などの天災-地変および戦争-暴動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(ヌ）海岸付近-温泉地などの地域における塩害-腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。 
(ル）ねずみ•鳥•くち-ゴキブ U などの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ヲ）消耗部品の取り替えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場合。 

(力）本書の提示びない場合。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入擦印のない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。 


お 客 様 

お名前 

TEL 

ご住所〒 

保証期 間 

お買い上げ 年 月 曰か! 51 年間 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


※保証期間内のサービス活動およびその後のま全点検活動のために、お客様の記載内容を利用させていただく場合びありまずので、ご 
了承ください。 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または、弊 
社にお問い合わせください。 

※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。 


rii 白 言言 


株式会社 A ■の 


〒己己 4-0023 

大阪市此花区春曰出南3 — 2—]日 




年月 曰 

修理記録（修理内容） 

ヴービス員® 














3 4已6 7 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

-ときどきガスくさい。 -キーやボタンの操作び不確実。 

-焦げくさいにおいびする。-コン□部、グ U ル部び点乂しにくい。 

-その他の異常や故障びある。 

上のような症状のとさは、ガス栓を閉め、故障や事故防止のため、1 

必ず販売店に点検•修理を相談してください。 


修理点検商品についての 
お問い含わせは••- 

コンタクトセンターにおかけいただ<と音声ガイダンスが流れまずので、 1 

お pg い合わせの内容によって下記のを号をお選びください。 

巧式を社八ーマン 
コンタクトセンター 

T 修理の受付•故障に関する 
一し お問い合わせ 

〇 点検•所有者情報に関する 
お問い合わせ 

商 S に関するお問い合わせ • 
^ その他 

0120.38 -8 180 

携帯電話からのお問い合わせは ••• 

〇已 70-064-780 

(通話料びかかります） 

■ 修理受付センター 

【受付時間】 

365 曰 24 時間修理受付 

※修理訪問は日中、地域により休日有り 

FAX (078)928-5499 

■ 点検受付センター 

【受付時間】 

•日-祝日、摩社指定休日を除く 

<平日> 月〜金 9: 00 か 617: 30 

■ お客さまホ目談センター 

【受付時間】 

※日•祝日、磐社指定休日を除く 

月〜 ± 9: 00 か 618: 00 

FAX (078)927-507 日 


( 1103 ) 




















